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原子jJ>額三、、I¥..コェウム守のハフニウム

の放射イヒ.1:t折

原手かすIZRーjを細川半減期ノタ伽

/7タ帝I-Hfによるデルコニウム沖のハフエウム

の井被農m.建放射化初怯!とついて検討主管つ

無対、家芝マv夕、J研J
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ハアニウムの愚準高科在ポリヱナレ〉銭枠ピ

ユlと融討し気送管によって NO./6実験aLl布

、!と送Pたみ〈照射部の然中位二子室長ば:ZX/ρノ/

匁 /C'7JL:Zメ<lec)，短時舟畷魁し1z.1菱液汐出し

眼射試科中1て178'flf( '/1， Q )l7??JLHfの反;_Jitlと

よって注戒された/79
Q

''''Hfから放射される之H

}<eVのr線IZよるピークの刻々の成長状態を
/ρoチ匂〉ネJしのぺルス君主高解者T雷主用いて

観量定したa このよう~君主主lてよD照射聞朝，冷

却時荷主よぴ放射昔捌定期簡を轟々養えてi実験

的IZ，事実詩レ‘自由の/79剖}/fのヒータボフヴ

ウ;ン管上rz:.最も顕著!と挟像される傑件左求めた
照射μ 秒;冷却ノJρ秒?計数/0秒の

1之晶

よ結えヱ7之J¥.，.ヤ

えr.2図

結来

イ臣案件が最通~ある乙ヒぷ見立3された矛! I習!と

この景趣t事件マHfOz暴言/ρoAl1を金主主、
)~コ=ァ試科{Zついて求めたr線えてタト}~を

との識的之主いて トIfO之の !>uj:Oも
まて?の範囲に;tいて計数債の課業d緩え0が2

J島げる“



¥"主.zヲ42長去埼マあったM

ついて~fi従来の会祈法ζ:は自主萱の困堆マあった

八ブニウム舎量/00pr机以下の原子炉設の

りコニ弘中の八フェウムめ定量rお紘指

南し主主務8:る荷主要左得た，本法同軟量のヘフ=

...;，.ムの主霊法kして感受迂王室」生および縄自

主乏し同一試科.it今折ぞきる乙と公どの語主主ホ従

来の分場斤去よPも{事きれている s 即ち本去の検出

下限lまけf/ x/ O-Z~~IJ' イト羽労「雪害時向欧拭

持調製時肉を含めて一試料数今ヒいう短期司て?

ihる.互主義共E手元棄の影響!とついても按討を行

っ是a

2) 原子炉材科用アルミニウムおよび‘マグ、

ラド三ぞ7ム中の不純物の放対化分ヰJf

X線コえてクトロメトリーおよ7J陰ィオム失換

樹脂クロマトグラフィ一主主体上する放射ィtこゐ

祈去!とよ及 原J享子止耕衿持司料司間語酪齢静途~E，捜農ア jルL ミ=そかyム

j主3よむY グ3ネ主主 rウ7ム苧帝わの/欣量の C仏， 2干}t~勺タ 「げ1弘

BTを定量すJ弓ヨ方法謝1之つl¥て按封した結Z泉良を鞍

寄3歩言るa

2. 位置企ウラー〉銭およびトリウム弘中の
ウラムおよび、トリウムの放射イヒ分析

(尿器庁)中井敏夫矢島愛健

o栄更仔

ウラ〉のま大物と分:j1f在行う際l司式=遇DのIi

法岩崎えわれるー一つ1;:t23o仰技練生鮒努

t.分析すと~;m主で:あjJ， 化IJは之36'[1よD生すt

る之:37'1)または之'3'1NT左相関するIi;:主である，

.:<33 (λの天然!と主ける容在比が蕗いこヒ換也

足農h~畠 L\ こヒ j主よぴ237NÞ の半湯胡がさy..:f震

である専のお条件Iz，恵まれながらZ3fNtを利

用する放射徒二令林法院自疾鼎z担体乞する同危

体hqま在し合ごいため‘あまDかえりみられ容か

フた r しかしネァO"'Y~ウムI::::g請する化学的知識

が望富にぎった今日でてはネア"'>'こかムを無担俸

の状態マ単離するこヒが苛誕l之さEってきた。

そこで善吉専はで7ラシの集中桂子展射1二よっ

て生ずるZ37'Ntを/ρ0ずらに泣い収奔で令韓請製

するき法左検討し良専なる結果を得たのでZ 乙

のNp&:t融去を治局しですフラシグ)令祈を試み主と

すとEわち0-離法としでは、ます‘TBp;!由也I=d;

フて大部分の核分裂，生成拘およか鉱物中め共若手

然埠足寒からネア'>'='9ム左分離し，さら|之~'

補醸酒食也潜訴をから桧イ寸〉失換樹措)乙ネフヘ戸ー

かム老吸着"，..仕る操作¥1':よP精製する73去をま来

った.

計数にlま『緯5シ~~.ーし一三ヨ〉スマアトロえ

トリーを款用しj乙 ;:<3J1NPのr縁ス'マタトロ
グラムは O.lo/'1e.17および'0.21門 εγlてこ

うの大きな虫色憶とアークを持つので:相互の克也

1三ークを比鞍するこk.1とよP2031 NPの用主お

よび、執凄竣たを好ったd

ウヲ〉の標準語婦としては/00Y山内ん2

の恋茨を作D‘ その!叫fを訪台紙leT，友わ北，オマ

リヱナレJ〆製ピン|之怒れて封¥業包執i之包んit

今祈試料(/0 C)q;L'j ) とι'tJl乙%Jプ七Z/"Oi1t 

r必.u;.;r)l-cいれ，丁RRー/No・16~ミ験m，
〈気送管)Iと挿¥し中牲手:;'1，[:来2 X/o//-n 

/cøt::t/see- のポで~Z邸前賎射し1乙

.~尉誤Z後J"-4 時由経過して前記化掌謝魚

|乙拶った.~ず哉料を玉水鳥産してネフ0，>，::::，ウ

ムら本出せしめ J1'1 J-/ N O.j礎桂翁資力¥ら

/0 ρ ヂ~TI3Pを用して建続.. 局窓出提f俺繰

1乏レネフヘンニウムを今最主した。 3勾c3門 NH4-

01-1で、 T8P相左中和し祐幸夫創としてて;"4ざ

〉左4trえてから連続こたぞ逝抽出左待った，組曲

出弗粛を蒸楚扶留しで， NH4 N03 をた鵡抹



友したのら苧塩酸おム7J'、アスコ}~¥三〉酸てF還足

した ρ 蒸発較直して塩酸乞取出検7門，L//yC'，3 

!と渇僻し 主主塩基性隆イオ〉美樹鞠匡夕、マャィ

オ〉叫井/00 めヨケラム IZ.湯l'^ し，ネプO~::::::ヲ7

ム左吸着させた 7/'ブ!lNoaミ:洗ったのち

樹簡をスヲリーヒして*JJヱチレユピ>，二移し
三ユグンレチマンネ)j"Q等まスマクトロメr ダー〈

r::z..&.伊ぱ己社製井戸製さニムチレーダー臨む

を用いで.::<:3タNpめ主電ピJ グ在計数して定量

したJ

上記の照射案件マ Lh0'8"のァゴ0-"0乞検出

することが宅てをk 本主主除主;1く処援¥-::よって令

解'ii拠滋石に対して通用でさる.

イ匙岳任工1¥9 1シム鉱石中Cカ依量ト))~フムの放討

イヒ骨折についても百1て検討咋てFあるが.で7ラ〉

の場企?と!輸、立照射条件ワは ThDz ヒして

y長守主検おしうる，

3. 烹燃料中の不純物的鮒化令祈

( }il汚f) 司令井尋c失・~島空f守

。藤井敏・味見iす

寂1魚津十として製造された金風トリウム反ひそ

の原料マある酸化トリウム中の不説拘の~お「乏

中投手放剣』化分祈法!とよってfすったe

トリウム中の不続物め放動化分持1乙怠いて向

罵iて9二るのは Z3ZTえから生成されるが3pん

の圧倒的多量の放射能ま如伺 l之~漫するかで~;ð

る.芋いなことに.アロトアクチ=ウムは親技

撞ミ:あるトリウムιl式化学的挙動ば異っている
の方11::孝司.j21.理iてより7"口トアクチこウiえを険

去することは容易不あるa そこc'筆者らは比敢

的簡単g:車系錯イオ〉の陰イオ〉支換クロマト

:Jいラブ fーを採用し jと

お/ρ。骨~Å のド21 '7ム金Zまま々は駿イヒトリウ

ムを標華ヒιもビ Jl<R-，めNO.Iぷ 妻宅験
.Jl，_ (Z~3X/Ofl -71e.ÚZ匂叫んqn_Z / Se.C ) Iて

さし^'れ之時向照討在行ったa 照射終才後3~

4時肉放置しで.z33Tiえを泊んど鬼金lこZ3ヨPa-'2:

1蓑斐ぜしわた後似挙課伐|ご移っj乙酸化トリ

らムぽ 童百花自費1.J:Jウムヤ席融(少量のフ叫ヒ

、ノ-}グ乏h日えた〉し，梯塩酸て'f;怨僻してから.

アムモェ?7k~中和して .::<:33 P"L トYi7ム反

び、稀土類疋業主水酸化物として沈澱~.{士歩合別し

た，との3た耕柔f択をz度線乏した。再生.;k澱した

水躍動ヒ4却を'i?N塩酸々 性本ヰ辻し教塩基准陰イ

寸〉3完投樹宮町、、イマイ寸ンsA#/ρo )Zi車LJt，
ニのとき.z33Pa.. r式 謝指lて咲善され トyが

人民ぴ:命iニ類定案|生成出する との，噴L也耳をは環

縮しtオマ』ヱチレ〉棒U'AJIτXれ l<c.し社製

之5"6チ匂ンネ}j"d"隷スザトロトター〈井

戸型三〉 f少しーダ-'r~) ，とよって. 6'線̂'ぺグ

トロメト3一乏行ったと。そのときの結果!式決

の即々あった.錦試伽とさきlel::.6N峨

l:::'l:;.-o¥.してから挽蛾反l)硫酸力刀ウムマメE援しa

アムモニア守中和す.Q，以ポの器保世醗1t.~

y. ウムヒ剛!t~ある.
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試料lま東北大学金原;材料T.Jf鬼所に怠いて:幼除

塩竜繰去によって製造構喫された三金及トPウム

反ぴその原料め略化~ V?ムで:一連め系列のも

のて5あるn
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4. 半導制持件の不純物の放射色付T

()-霊長庁)中井敏夫 矢島聖健

(ゑ芝マvダE汗) 藤井勲

(tエ武) 0岡田美

半導体材料守め不組物乏分布Tずる失笥西宮';f:[j

3まま確主す吾たあ)て分祈時尚と手数を芦毛糸隈

Jc:i話.t).ttるぺく多くの謹穎め不純物元薬品2捜

aしかっ定量ずることを百的ヒして.d線スぺ
クトロメトリーちょlJ.'ィオ〉交換クロマトグラ

マィーを主体とする放者化分枕去を研究した

Z棋スベモクトロメトりー在行なう場合};::}二t試

料中!亡数撞の救撞が失王手していても E線エネル

ギ一位占す相互に測定書什鰯臥上!こ離れて

いる限91司時実重右nT能て?~わる， した拙つでィヒ

彰あ薩前同拘当1;:簡略イじ王聴従され琴命

じみ上ヒ鞠守短LI1輪五も計数する乙とがマさ レ

かも4ヒ宅~4農作!之伴主義差圭避けるこιがてF きる.

また『掠の透j電力は大さいからその白乙吸収を

無視するととがマさ 試科の厚さとさ制限しなく

てよいかb大量の試科主用いてまト童文!bz量を大き

<..::9ることがマきるa

不純物元素のうち鋼 ア〉ナモ〉，カドミウ

ムヒ系のノ前線フ寸トヒーグl式次ご，/，._ρ，57 

!1ιγ 陀象弁的lz視すフれ.スマクトロメーター

マ令解することは主ず弘しいのだ:試科を式計化

後計数測定1:::先主って化l学分離する必凄が、あ

J>.本研究l之主主いては主として温素錯イオユ lて

よる詮イオ〉交換クロマトグヲフィーlてよるそ?

語義乏用いた

三りコンおよぴゲ、Jt.-て=歩ム読料め放射ィ乞!と

用いた中柱:.J-lま才RRーl原子炉め之)(./011，件

/c例ズ:/seι仰す佳子求マあ否.本去の検出す

隈はヒ著ミl之対して4"></ρ-3df，銅3)</0-3

AJ.j. ア〉チモ'//、叱/0ーミug.カドミウム

之X/O-:勺~d'ヨ主錯 /x/ρ一句J ナトリウム3
X_/ρ-3.()..j， ;);j'}J17ムJX/0 -3.μJ.鉄4>./ρρ

りてFある，

5. ラ~\\\ラム十ペリリウム中性源、lごよる銀の

主夫討化分材

(甲南太)0 日下議.主主治雄

ラジャム〈ご;-0明ぎ〉十、、リりウムヒf-i生手漁

を用1..¥ )マラフィ:をや桂子減速剃lとして

/07パ3く仇，n/o ，rAJ~ び /O?'Al (0" r) 

//句<jsむたによる銀の放射化，6JiおTま左研究した，

半減期之'4.之秒の//う4:]め糊換を有効IV!1Y史

する為中性子照射J首尽きるだけ逮ぞ州之生民

放射能ま測史也来る抹去、夜置をfIミえしj左。却ち

ら折言者科主AJ皿|て¥れ 咋栓手照射時には
川ヲフイン51 注~1安上巳設けられたfての中)c:置を

この51:!:訴をノマラプベン荻建主J中}て差し込む

於Pヱチレ二首中IZ.収められた中J也手痕ttAs

管内左移動させ蓄え件直下Iz/.sc骨c !l)ノマラフ

イシ脅さ技んマ中生手識がある材ミlてする，との

際3美術〕真上!てある Cト門，管の竜イ融和あ

9.一定時間中性手原動J討て』工チレ〉管を移

動'>.辻る事IC:よD 中投手諜圭パラフイジ高史

剖の横Iz:置る叩たPb題蔽制中の一定位置に置

く，てと同時lz<t.門.管Iてその作動1電位主与

え試料キの生凡技場首昆測定す吾，との操保!e:

よP照射j首#}を13いて生p¥放射能が測定出来

た

定雪高度:ti.設くす各為lこは照射民B、判定時i向

をできEるだけ短持向〈本事長引ま之分)1之止め。

同じ'4象派をで:註るだけ回事多く〔本1索引三t?副

都足して生成放射首切刻建計教主宥算する駒

有利で7あるミ告をll]jらか!としら

本主去を銀貨幣友ぴ鍋棒読の宇角直雌令中め銀



ぴ〉定量令祈Iて通用した。との際前右1-:::故検量線

主主主 f疑者巴 1;1拭科!こA~ 0一定置を右nえそ

れIZよる生氏放射設のj歯車時注摸準i二したF繍

剛院去を通用しー両右宍3高足す吋き結果をf校。

-5ー

とれらのグヲアを見れは寝泊目的の一五素lと

対して訪蓄と依るをT能性のある按建をすぐに兎

出すことがてFきるから‘物事技撞を除くのた必

聖子ざイヒ掌ii'蕗玄を送J{する摂』唱が得られる.岡

崎ヒ乙町1.1式総理き尽なt..¥{乙ぎ空T鶴操作を省略す

6. 汝射イヒ分析における鳩教指とのそ予想、 副長抱とはD司 令折操11<t1>簡単化.j.礎化iζ

!と対す壱グラフの利用 。 イ受IL-0. 

(京工試)0岡田英，大久保話三

坂射化分材法段損失量点令の令祈1::用りられる •• 7. ケイ素中のヨウ京の法曽化令祈

ことぶ今く その場合換おし之う乞する7G衰

の量が沙古いほど寄与くの密殺の共存足嘉弘前嘗

物t~る.微量点王?の中の!謹を検出しようと

するヒさは持害樹能ヒして刊でのえ素の

誌芸名世話能左右足するこ~7.J\笠ましく J喝告')2:.

(官主笠通告訴)0野崎正・

馬場英夫・荒本B:tfi襲、

L目的〕 ヨウ化物三夫、τ:明:製Lt~ ケ.，(菜十 lζ

lま微量約ヨウ素地'¥';'昆¥しているす能性がみるぷ

その確認定量|主従来のさF設で..j封丞めてー自主主マあ

よってはそ川地零雫:五五るも る。そごち、純勧告上のケィ棄判)ヨウ柔の永

放射i1ι斜斤において比Z域社4己d.ll"Lた抹種I之社 射化分J1r~討すい.同E寺にヒ案警も定量して義主製

しどその半減湖， o線ヱネルキー s線ヱ*1レ
キー， i仏竿的佐官本ど叫晋異乏利用し，て検也

、を仔毛主うので:あるかEコ‘ 上告Eの諸桂噴1之肉して

すべ7てのえ去を];¥::致することが此雲?と怠る.し

かしとのよう公比較さE感撞義足、iナ~ること)~よ

って行谷うの}辻容易不合:L¥，

そこt主演者らは向題となる核的語性質l亡闘し

でそれぞれグラフを作R このグヲフめ上下

あらゆる元案ま比識できるJ;う!てした。ゲラフ

の横軸にはいず、れも生炭長濯の正予成期主取D

たて軸l~ólご下記の諸国子五それぞれ耳元った，

1)天実支え秦単位噴量あたりの糊サイヒ畑賓と

生T¥*更撞(1)d語家量子制ヒ 之〉熱中桂子で:放
騎似したのち!hγ以上たって著しく認わられ

る百線のヱネルギー 3)掠科生手て持綿布ヒ

された按謹のβ線めヱネjレマへ 4) (舛，p)

〈ク1.J_). (ク1，.<勾)反応の~しさい1葦J

S-) /4..11，εν中投子に対する汝射イヒ断面建.

の薙誌・改良主行う.

(~争終〕 ヨウ化物左熱分解してi食ったケ1

菜と正面ヒ物を主錯<;還たしてi'Rったものとを

ヨウ棄とヒ柔の標羊試料ヒ共lごこ「尺R.Jマ1時
間足討 (~X/ρ旬。m-.< ょ εc-/ )し縦

管で:直に茨出した.率い ヨウ棄は短時:蒐の嵐

射マ非常1::扶射イヒされ易いものむTあP、 〈ノヌ71

の在醇比拭/00f:Iら" 11'-. = 5. s-士 tJ..$ba:'rli-. 
IZ8'IのTY.<: =2:5".0骨1) この4知宇1二よる~

討直後ヒ1式 1 '1 めヨクヨ~h主 2. 1:; )(/0 ， 1dp仰の

Actl'レ，.t:J ;をもっ筈(?あるし またケイ葉自寄

lま殆どγ事去を放出しをし¥更に他の掠撞の中

には 君主主令祈尊て"'¥主哉さ3マさ1J:い荏戸〉微量不

あDながら.担当放射化されてしかも J2(i'It 
同じ位のヱネ))，キーのγ隷圭主主I:tし半域期も同

しり位l之合:るものはない‘そこで「危ずι 化学分桂

主符わず)之/之F工のtJ.4o{1e ν の Õ~lR主主連賞

しk 測定審i本ZρcA..:t1捌-elのん/5e-
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HeフJしJ バ列4ケ5'eγ のついた~. ;..チレr

iヨ'//J ¥フシターを用い..)/ Si のp線o

βle例SU.ri~ を成可く少く寸るため1ご、佐魚

子脊号グ〉アラスチvクモ:拭持主主主主L¥、ぷヲ

0..3〆1eレゐ¥ら ρ'.6!1eVま可:のr線のスてク
トI~ (l)llff-{司的告げヒを短L¥南隔でE測定LJ乙紛ざ

時肉穫の誤併のスマクトJレ(主三として.31:::;iの

，B線の BYe明 SμmJ)を .31，8;の-<.D2)1_の

半減識を用いて〈そも測定時12::換茸し‘それをそ

のときのスマクトんより差引くと死J)l之

J>ea.kωイ主量も半減期も摸r半試料と}至交じでし¥
る。操準釘i!4);之照射したヨウイヒ守リウAhK

喝爽とし目硝織と超酸化/K素.~時1ヒL て生じた

ヨモ7棄を回塩1乙炭来で:抽出しその一部をkっ

て刊さの拭料と成すく計数効率松岡ーにな吾ょう

忙しで測定した。

と奈の;t重!ま ヒ棄と銅専の Cq_'r'rieYを柏

えてケイ烹五痛践と梢醗て:-1罪::;1えらせた後.ア J~

tr!)桂として狗国し給食のpf-Jをt~のえで

と棄を靖鹿搬やお媛させて守門カウ>-)7ーで:

測定u乙~報の吸収又マクト Jlも半減期も

?'~s とぷ一致した.

ケイ京守のヨワ桑の量制 1M;).又J二あるとき

は上の右3去は苛なりE穣マ極めて簡単マあるが.

o. /.，{Ad' 1').1: φ ヨヤ棄を定置する場令は 3~í

0s.報oBte掛1.3U'7すがわざわいしまjと昆

中A生手|ごよって生じ、たアルミ=ヤム右q'携を放

出するし. ~多くの汰討ィヒ分折の k きは陽佐子左大

lli.体力~<r-きるし，言き l之/:<8'工!式投喫建設の lfo し

かr線~放出し往いのて:'. (1ヒ斡麹が必喜子と公

る，そこて::)~の苛薩手順左換討議主Lしtc:.， えず

E耕後ケィ棄をとdスト〉状の鉄のす'/_j本不務停し，

ぞれを事量後ヨウイヒア;1.--匂リのCcr.-vc.ム屯を相

えたア;L-カリキ熔融する a 溶n'\~方主手品硫醸l之1'R

問させると 主リカのや賢い精米またはコロイド

松現れる，主硝展実をイセ用させて遊離したヨウ棄

を=t~レユ可:tll!おすれば\主 ~mま水層k

S"，spe4ぱ uどま h戒し:tされるーキ与し〉
J書をykJ先した後E主続E費、ノーダの7)<"溶五そで:ヨウ素

左建え抽出しヨク化銀を沈澱させ，硝宙実吠

・ア11-コー)l.工戸デ!!.-マ3員三って測定する.こ

のf軒下lま/暗司))¥1寺本史JL，収率lま?c>'v 

J"ρ~ てF あったe

(結果〕 ヨウ化物圭幾分解してf買ったケイ

乗は4---SP'f' '71l のヨで7~震と O.~ p-?oL 住の

ヒ秦を合心てFいたω また イヒ掌分駐在々 って之

?と右ラユターで~~:測定すれぽ，3'><./ 0-'( 'J ctlヨウ素

まてF定量てFさることがわかった。上の試料ま実

にヨウ棄を除く季語受色とる)1さ零カTあるごヒがわ

ゐ¥ったが j在日中)2:畠葉真主席理乏した誤揖に

ついてヨウ票拭置し有効tf純製織を主め

る.

8. l'イクロ kロンのプロトン照射をうけ

たス夫、ターゲ、yトより放斡泣ア〉チモ

〉の分桂

(京大技研〕滴戸邦夫・

。鈴木「き宅・秀龍吠

〈目的〕 中童生実と聖教の農陪食する4主権の

尉定エネルャ、一挙伎のスとo〉を清盛l之測更する

研究の一環色して布、〉マーな〉マーの筒農相関

刻民向試料ヒするためノ之OSh を.3o""OO 0 

.ftC'-佐久 0;5'旬、ト!ご含有する程度の比放場散

の畠ぃ緋試料討用製する，この目的のために

放対栓アユチモ〉の純粋令離を検討亨る，

こヒfZ陽イオ〉交換法および有粍窄謀甜也去

に中I¥.'.:をおいた。 くスス、.ダーゲw ト|ま常lて不純

物乙してア〉ナモヱを令屯から‘キ刊りてーフ



9 -~二位まりえむい，またすユマ総測定のため

にはその必要きも訟じ。

〈方法〕 生ず前原のノ之4-Sb を用し¥ 時7

;1::..支援法〈木村他3名 活刊二&妥 J よ05.ア

(〆7Sδ));l二よぴ;容媒抽出主主(参者え献

(J)/f_ l__Z;_他 l局 A列J.C)14骨L 之~ 35/ 

〈メタb3)) 1ごついて検討し丸その結泉前者

lとよるとア〉ヲトモニ台よ l，~' ス J号、おf色い息子イ商の

場合l式、アシチモシを殆ど完全bえでより分睡

で:さることを知った。後者(l>7J法主主有務機の泉

す侵智出回らかて~{互い。単tr.る塩減減性からー

ア〉チモ〉とが、を凱帰手価において車検

アミ/~.(主， 抽出する方法成仏免王手費の海楳で:も、

/t?OP納抽出羽句読で:あ.T.上告包の君主主よD、

f妻れでいるように兎われた，これを基礎乞して

次のようゑ沖喜美聴の方法主さめた.

底討Ij:，JNsーサイクロトロ〉を用い‘ /4
.tfevのアロト〉て;.. 40.μA !;陣内.(計

2iJρ'.tLAえ)および・ /s.aA， ?時淘 (/20

.uA1え〕のこ固め照射をq-っ及。ターゲート段

アルミ=ウム叔巴京さ約/mocの溝左巾;:ct押 L

にわたって|まD. これにスス金足去を斑したもの

主用いた。また芳之国It~討には一部磯イヒスてを

p"Vフ.)7.-1レヤかためたものも併辻向いた。?

l回の照射で;tまえズ金及汰融lナて獲千，約五乏が、

うt'2間電Fはそのよう会:ことはなかった a

スズ、-7ーゲ、、，ト主塩現実I<:~がしたもの(湾解

i乙/0時間金小、る〉ちょぴ玄JK¥てじかしたも

のu零時!ま，30分住宅7勝る〉を分離府議決ιし
たu 前者之さは又ス"ア〉チモ〉実!こ佑層、手個lご

あP、強者~位向者j宮原そ子価にみるものと老え

られる.

帯域抽出主主!式後者の本売を塩践約/ρN¥と調

筒し • 1乙C当Dスズ、約;:cρクペ'J~含右 2 ，p ρ

.-7-

oli 12. -?拘禁綿製した冨織委アミ)レ /sc乙 ι

を五三回j::~1ナて毎回/令向lまlナ、しくふりまぜて

抽出した抽出矢崎守/ρN垣蟻ノριι ずつ

左用いア回洗車して拍illされ佐スズ、を除く.奇

t).¥鳥海様相lま京外巧〉フ。で7加熱濃縮した.

陽ィオユぢ足場主防佐原引置にある溝手更を同L'.

DωeX!;OW(/σ0仰 • .-;eg以下〉付型的

ヲムを過した.スス、、よ器奏lお白石醸 rJ-4<fo. /¥ 

て約/0伊ず/c乙主合辻:決ヒL/'::.

〔結畢〕 湾蝶抽がえ一酢酸アミル担の置

がゆ回の場令の~う医者しく少い場全きて:'1:辻拙

自主拳lま計J"o%)之止まるようてFある，結局唱。ノP

勿LCの/之OSbよ.Dit揺し，目的ヒする試科教

個在作成するとと1J'f.出来tz..

掲イオユ失喪主気は保件lごよPア〉チモメt掛

H国丞に吸暑され 君主事lご3抗出しない場令のある

ことが分った，混在射されたス犬、ダーケ、¥'yトを塩

職にと払したもの左?タトIÔ.6~ 1IIの0，4ψ滋右

験海々とし、陽イオシ'~.換樹骨髄を通過さ辻た

ものiま酸イオ〉矢掛調路 POωεχ/x d" 
(/06~Z t?(7 グメ~ >Cl毛並 }之は怒易に

城昌された，

9. 放射1ιi去による狩Ni(f， fバ)sうV.，
切~ (P，.<p )S7Co広よ[l t;1i'刈L

(f，J，.)5S'CO反Jl::の尉匙A竜文の測史

く京大夜研〉 田中壷男

S~tV~ (P，fl)l)ょうV"，Sl?Ni-(丹又?)Sも

の汝身お七断面積についでは Coだe.:nらJ)の

2/，S !1ev の7'ロト >1之対する実理突がある.

ぺ¥.P.Z'/L)十くPf/ll収SJ1eV
=ぇ40帆-&-

d'-( f，之1');z乙5'11εν=6d"Ooιt手



-8-

(i(p .2/))yrT (P?クt) の苧宍J会祷令 ιし.Cs工(T-e )結晶の中央!コ密着せしめ
荻の慕濯理論マi会自主胡がつかないことは自明でで での /..371<εV および‘ /ZSi<e:Vの刊泉を

あ玖 さらl之被子1前の直掛毘互作用を巷えEケも ， eot会の熱{可制抑キで:定金l二劇えさせ 得わ

計算lこ令わない.

Co-/.eグ1':<:)はのちに同時計教法て?i/(fう之円

以誼判こ大きいごヒf:再確認している，賀福は

さらに， これら&AG:のーしきい値今から/4

月εVまで?のヱ主ILぞ一範囲についでJ勘定通数

を者絞 この4支えタ初~ )の実特性主権めI乙

この際 dうv{.. (f， J_ ) .s7 Co反Aによる
3~(}科目的(1) !;d'N i. (f'..:<?) s')己o!j/IiS:.仁よる

57己。ヒ区別がつ虫色、し¥その寄与をは勺さ p

確認する勾l2: 向建的でてはあるが S!r/lj~ι尺

)..) SSC. O の尉記]i教もあi~'っせ;て測定した。

現hti:断面平買は宍哲哉の放射散を測定する汝

射{ほによ司て示、めたd ターゲ¥ν ト!こl誌側在

成(/)=、γケル請を用L¥ アルミ=らム箔を吸収

体ヒして Js-M-?tX.30'7l'柑 t の.<It必c/'esdJoi I 
にし技研臼吋サイク同トロ〉の集君主フ。ロト

〉ビーム tエネルギー巾/ず。以内 ターゲ¥γ ト

の位置でZのビーム04瓦ボり約/0?7!勺(/ρ仰 l)

て?聴封した.ヒ」ムの測1f:cはファラテI;_ウv
フ。を同じ ファラデ一方、ν70)こ受lナた3ゲナJ[..

をとーム勺しユトイLテク、トターに導いて託銀

した，

懐財務冬才脅ニ、γケルタ J ゲ¥ν トを塩媛13蓉

かし. /'/i_， Co. (!.ι 左践イオ〉交換樹暗

Powex. / x?マ相主に主全!と無担イ本!こ分
註した.

!>7Co (.z70日〉荘巴分の}定部分差三点字桝

丈高ti) Colte//L， ，il/eW'll'll/JL， éZ..，，j ノゐ?d_Æ~ ; 

P.K.，，:L.'i， ?.zJ ('55) 

;t) l:""'Il品>n.:f?.久・rζι!.76~ ('57) 

れたJマルスを液晶分折器l亡¥れて解折し ょ記

J織のみ色言t、則して絶埼直乏求めた。

Sろゲr..(.36時)1<i6"7Co r;::f蔑捷させぞ後

再ぴ陰ぺ寸シ交換樹時ミ~C。を分凶A して，

<:7C 0ιして上詑の方法て苅lil定した，
S!>Co (/ J>.ヌ同寺)}ま47tゲスフロー計教官

烹 Q々 、ス(寸イマー領域)とメタ〉ザ又(比

例主同様環宍)左用い 一つの許制℃っし、て輯対

刻良をイまい 他の試料については合η計増設、管F

1:ÉÌ.R~-;~~主主 í7"った，. (戸~T の分岐.ÞLの値 ι して

69%'をとった〉

得られた結泉を図示する，

/50! 
! -L~..ょ3う'h(/ノ 2P)5 'ý;_ol. 6引/é( f.ふ)$色、

ム1

ーにr 宕苛)/'-J'，ド引 }57Nし

/00:." -).;;-古~;\/~ (f，j.、)，s'Cu 4 

t:'i! 
，ー、
__i) 

R 

'-" 50 

~ 

1 .-X" 
町一自L九告〈亡。一.__l..
o 7 9 ;1 ノよ /5 

E (/1乙v)

10. J;女射{じ主による61Ni.(必♂ ).61Cu 

および‘ 64Ni.(尺仰 j.64rJμfoj，旨の局栴

a数の測定
( ..!重大絞街)0田中重男・

三金昂・古川惨各自局

61八Ii..;j主よ'(f.・64Nιの"ミヴt)反応(/1全断面
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b.  6~f，(f，r;l) &~らはBi.oヰser':コB.Aa.S'2 yら

(

吋

h
、
戸
、
昔
品

J
I
n
u

/f>..(，;万lt) i該~-

ノιV1砂tb

45'0制b

Sfo 

/之/。

2更差

ぇ ρ tt~，

/0 rj" 

JてプI/I}))

&jjtLLRMIC弘之~4 (J

匂(_(P， 11戸ふ

アロトプェネI~キ‘-

f号費者げは

4-o!> 

O.:L-/Z/ヴ巴Yム711ey 

才f~R-! i京2子炉互利用する申45t手放

射iヒ4E材の足農

(島五帝 京教穴埋〉中井敏夫

動Q}実1コ

宇佐喜汝射化分析の感j費時:目的技植の種類と

{雪fii5保件によっで左右される伽 1与稲子l号」宗手

/ _3 / S // 

、N'eY)

'7 

自に

ιp.タ!)反%t;のj;:古疋&書士。、データま

増レJ女、反1G:i尺J需の解明!と寄与しようというー挫

の計品の}端として 上記の反応!亡勺いでよ

l'1e vから ;"4門色 V まその馳丸&敬喜乙支ぜ1ヒ。

反応~断面積ぽ戎省主主の放射能を測定する左大 。

，
 

A
1
F一

流
i

，.

奇すィυ去によっで来、めた.

照射主よ (f.:イヒ学今艇についでは 6'8;I]jιくP， :zp) 

O?Co 三子を測定LJ之失載と全く同一でてある，

64Cu (/Z_ d'時】 l会4 えーかスフロー計数

↑専

が'J尺尺ー/の目下の連転状況で;1ヰ最も煩調

¥<:街車力qまわれた}号令 毎日さ時間(午前 11

時一午j缶4時)(j)街品。を38肉報疋し，翌朝

試料を取出すことがて了さきる a このよう ~(I長件ポ

)こj主いて.β 汝討龍計測による放計化完封斤f"庖

見きをす盆定する計算を試みjξ. 計寧 I~きフて次の

諮項在民Fえする.

思度:令龍ーした説料ρ社専蝋色/(:'0cpηiをf号

るヒ必要8::元素童くμiJ) 

守」亙芸海.来-3x. /ρ/ノクt/ど仇:Z/Seι

衛星$.:冬3時よりお一漂l険!L料長用製まマlz::重きする時

Iす!:4.何事向

化学:次空宇 50φ

針敬訪辛くGr_門主T教書1:::よる); /ρ必

(β寸『のそ)'11実上[:(7)笹としてごtア%-乏とった J

よI.e'u'( "，~;3 持) J誌とま門計数管による察焚曲線

を責特't''Lて (ぷ隷σ1窓iEよろ‘空気によるH反収

ι検雪景記ι注補、1E)64CU‘主計』ヒふ久挺対直
を末、めた.と〆十のサ波比の憧tして 6.6衿を

iこっヲ乏〉

J づの試科1ごついて主え経時、制定をi奇い (也

の試料1=つし、てはじ附計数菅でそれぞれのj襲安

‘曲線互茨りな抗、らく国i，t.J'5震U~ を待った、

得われた結果を図示する

t'めメぎ線測更により絶対f直乏末、め7え管マー

夫総 J)?O乱S巴:Y13討呼It， IlIC!/{，-p，ム1

Scherrey; flefv.、，PI'J-<l，tir;，弘、詮‘441( '，f;/.) 

0./)1.-.:1 

z) BPoss:eγ_ Ofi!dノ/似担hyJR尺っ

/340 (' ，S"S) /ρρJ  
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〉く上の限定わ下に軍出した1Jf蔑lむ欠の電口〈でて

ある e

豆町斗一一一一五ゴ
竺竺三三!__LEu二-dtLーとた一FELE---
(}.Il / '" {J. I 1 PI/'l'人えe， γb，Lι Pr. 
~/!45 似 ..s b~ Tm 
717β1. .3ム Cμ しitltj
idる) Tb 印 Na，qム

O. I '" I I 
i Ta.， ρ1"， Gd， P， じズ.Nd， 

一一-J-Ef--一一一一一一一…
I Cy， C.s Cc?， 内 Ce

I .，_ I 0 1 H3. fZL(.， Iく し1(40ねによる)，

I Mo. Sル A3，
/().~/oô ! IZb. Te， 8<..〆 TR， 玄r

とれらの諸た署長のうち A.s， W， sゑ Pi. 
k Pt， zr については上に推定Lた威度
tJ~実際l二f専られた彪度ヒ lまlまー致することを読

めた。

12. 守住手汝射に1::よる隈鉄中~タ〉夕、，ス

テ〉ゆえ量

\~員教大理・患研0>宍ロ 時・

中井敏夫・ 0弁il¥野宅投ち.

踊鉄中のき7〉夕、、ステニについてぽ まぜ信頼

する1Z.)tる定量i直がない.演者らは，宇佐害放

対化分析?玄左.開錦之理問してダ〉グスチ〉の

定重を~þ;満足すべきE結果を得た.

長量に当って百諜ヒしと放牧往タ;グステ〉

lま/8'&Wr=対する(1/1， γ)反応による/!t7wc
現 z4え β~ 1/.6-Z t1ev ) で:あるが/，併w
1::対するピクtγ)反応によるノ.t5Wく下向ス3

d. β-eJ.4iflt l1eりも緩められた 6

中社手i尿l::t;;t才RR-I左用いたa 中桂子守ミ

Iま......3 X/ρ う~/乞例:z:/μcマ{努阜商淘「土之、

~3 回 L 毎日景大S時向運転〉宅~ih...，たd 試料

1ま隈鉄-ij!'l丘小ら().5;"レ/'dのアロvク主同Pと

り石英官lご封下、し，別に一定量のダ〉グスア〉

左官t;標導試料(偽蝿鉄〉をf官製しと同じて百

英菅に封¥し，両首を孟内士、て同一僚伶下に街車

u乙
~t亨そT鮭録保(fl大略はJ欠の如く ζ:ある a 試料

段王水に3容解し ダシグスラシの仏ええI..e..n.

/SØt~ 左相え 蒸発乾国告を.特塩践的危糠.

F気管拘をア〉モニアタ'KI::;容解し‘ グ〉の

~斗t 左右Hえ マゲネ~ r';昆決て，党主題F主主主

する、 熔溶、夜粍約1亡之3液衷塩践乏加えて3濃農描し生し

乏患晶Jtけ分一陸しでア〉モニアヒ1=;草私払し モリアヂ

，/ ðのヲ係唐担体〈モりフププ、"‘デデ、シ織ア〉モ~ )左剖右日耽え，

大部奇令3めア〉宅モこ二7を帰法Lてから ;譲農統F澱島乞

締百儲餅均再，践少量乞乏拘え 拘史思畏しし.WO，3 を渋滞。

逢}己分鮭 Y/モニ'P1}(1ご事解する， 戸εH十に

よる ßcèr..μf0~e の後タ L クステユ乏オキと〉

塩!:;.して沈澱 b紙上j之タ117μ4iAして I;?cち

て?段燥，梓量する.qズキiまZ$'''-SO%マあった。

計測lこl辻科研 G:-Mcoμ。ぷmを用し¥汝紺1:'.

a掌的純度除キ減期民ぴ β ヱネ 1しぞーの両者l乙

よJ>. 産わた.

試料乞禽F員鉄tユ|之立すして金く同根町ぽ処理

を技し.得られた放射セ誌疫を比較すること|ご

よって定量をfまったむな芸 術奮の針数値には

試料併による自己頃収の補正硝っE乙

tえ耕による例制及。グL ~ぶ.e.fCLん13 1=乃い

て挨針Lたぷ首果 1'iJ以下グ1誤持花ついてはこの

榎.~は:fRいこと乏認め lと

Ccn'o.札似a..s..eol::. H匂>&t.Ul.-Jl::. c1i ;::;程
ビついて7ぞ凡で'111.3回艮ひ;'S@め巽駿を行司c
}J"， 平均して前者ヒ士 /.Op_f・0171. 提壱は{)，(j'



p.j7.'7It -0Tグ)直1.;"1尋られたb

13. 中性守主主針iヒとよる関検十I})ヒ券反ぴ

ア〉チモ〉の定量

i票数大理事涛研) 現口 十専

・中井敏失・ 0建蕪iE:.

F重石中のA.s反ぴSo(7)毒在童l之ついては既
lcいくつ右犠告丈氏、あるば.ぞれ内初|司}こ駐はき

主主要があPおづえでの量ヵ報量建てふるため従来

の骨折法例F重度すれすれだ7あるなどの主主ふわも

更lご検針されるさ乞が堂まれる.よって極微量

今析に有力な中桂子放射イヒ分析法を適用し、こ

れらを定量することを君え?と.余田政積鉄~.得

られた結果五報告する，

As Jt重め町立体として国プワβ('72-n 76 
ノ42 とより生ずる A~ ←クζ く TV2! =z6'. アえ，

E =;=3. t? l1eレ)を. %b 121式 I~.う~.b (グl-d')

1:<:.え':Jb ).てよる!3T-Io.え (H/z:.=るι-It.r;= = 

2-ρi1ev)乏用いと。 β。}とは建1<:/.<'3，sb(?l' 

lJ y~4-ßb によるおーノz4くTVz=6ad.， 

E ='z.3I1eν〉も生女、石.これ戸よる定量も

可能方向脅から棒られた値段実鞍誤差内マ一致

しと中桂子調|ま j~)ミー/を用L¥tz..中位%

3荒東 l生、 ~)VO" '1Yc.切 l;çl.-a.eι で街亀時向

は々"'3同く毎日最大e時iaJ運転jマあった.

試料lj::o.S --vλ之 2 のアロvク~.:t;~実管に封\

L'.別1二一定量のAz. Sbを金;b曝準勝料く

{為蹟鉄〉を作製しで閉じく石葵管区封¥し，両

者を孟、‘て問時十三借露した，

反射fヒLた濁的問色体を放射ι学的に純粋j乙
とりEす1t.1Jイ仏学的合最繍襲を苛った，試科を

仏mムイ了を加えた圭?!cJ=窓解r チオ?七三ト?

マィヤl:::)_D椛ι物ιして分離，沢!乙カセイ三/
ーグーlご稿存，力セイリーグ不潜物を会瞳，再

ぴ硫化拘とし発建五島暁，，，，>1瀦 F〉欠にヘロゲ、〉イヒ

物ιして幕留した.A;;:とS'oJ:1:蒸留段階で留
:J:，渥農の差によりゐ別薬留して守陣した. As 

~出煮は議員産投下電; 's"'Lιんだ金星決A.nz:
I笠え，J司氏主二lごとり秤量，計唄IJLた， ;3 b留出

終段~タ八/時}生にし建ピAsc，ルαムぺ佐古日

え A.s f:硫d凶勿ιして令書註，〉穴ヒ三ユヤ践を

加えた信者稀釈品化物としで汐紙上にとP秤量，

計~~~Lた.

玖射f乙学的純展段半7歩調及ぴβ エネ 1~キーゎ

両者}之より検定した収主字1ま，4pはスt?.-v~O 

宇品， 平均三ログP. 戸bは/0"'"アPう6・弔句。

号もだあった，

試料k操;辛謝fトヒに主計しど同U化単器保左越

して得られた放射台世絵民主比按すること}てム

って‘それぞれの更置を行ったと.l;:j.折きれた韻

響注 Jle'1>6-uA/f‘Ca/Fo'"、./2ゐ必おの=亀

宅:でれでれ4回.3回の実持表行つ色寄ら

れだ平均値欧.A.s Iまでがめ1l/4.，3 ;:z_.C 
'p'p・1jr!.， ;:;0立(/.4$， t?34 ?-(.悦宅さも

っT之.

14 白金犠足乗の放射d乙分~ííTI

中性手放射化による碩鉄中小白金.ペ

ヲY‘そ7A.イリ3いちムの定量

え育長最大理，凍研) 洪ロ習生

中Jt-敏~， o畠本唯一椀

1 ) 微量の白金族主棄を汝射tit-祈|之よb
告と量する百的マみ祈鬼を始めた. 日本化空会き

ノl年支持に誌で，基礎祈廷とし7科研のサイク

ロトロ〉を用いて待つな白金接元素(/)分陸定量

法N実詩結果を鞍もしたが. 今回la:才RRー/

を開いて行つな環鉄中の問Ir， PO♂投射

i己分.tfp之内¥.¥て毅告する.
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J引先j試料(I)S!L;必ω?によ否影響z調
ぺるた.v. Ar.Lをstcu，仇 y"，( とl.てき文対fほ

{'fい.ごト¢効t向 Y'Jわとlalま、岡持てな27?主マ放剥

伝学的に殺さ:AμをιD巴し検討す7結果;彦九d=-'/-

約パ4~ まじ~\ま SA ，-e..k!ι。?の影響仰いこ

ヒがわカ¥ったこ

3)角金張£棄の今自主噴製法lま尽lま十j鞍と

同拝Fあり での1駒H:.示すと i) n~ によ

る建足 ii) 八/H4CP.による沈滞 iii) P-

C. St elTモmSCdl うのイオ〉交換o鮭去を{:f
し¥.要t=Pi" ~主WJfi酸ヱナHz:よる抽出法 ， !1'if 

による遇ぎたを幸子って;-:'1'ータ'Le7....eとして定量

し. Pd.)ま ;")Z チ J/，.グリオキ〉ムによる;~頃E

Pe.による .sCa.ぴern!}e， 主、メチ J~グり才キ

ムム|コよる沈環を行つで β(-;7''))寸共工ム塩

としてit.量し Ir)ま/1~ r::::ムる還元二五行って

工γ-'7lleゐ Fとして定量した.

4.)試桝と S7L:r_"，協 YvU乙の汝射能。九比輸;¥:

N は半3常時/?((グi/?てP.J!， ル()ま/3_ぷ

立の/1?9pti， 工γ)まノ7'f{ 0./94-工y，'9，，[¥'74.4

〆の/デ'-<Iy!Z/コいてまTった，

5つF曇鉄中の庁 fd， Iyl"[.ついで実董し

た結果I~主次'11\表l三示す" )1コ~).式美勝担数

日一向山_..-今合一一一…hγ一一叩......HHH..叫何時~ー十一一一句 H.H....一一個川町 ω一

環鉄名 1 ;Bf~濯i直 i伽定量値 {MJ糧i直
f'f-机 糾

C"ヲ弔Z科 1;.:?e，(3) i 4.1 (2) i ，0..3 (3) 

lJi.C!..:仏 j…一一……;…ー… … … 
グ'e0if，行之ど“3) ご3(3 ) 
5ιγの i30 e Z) ! JA ( ;;::) I 3.S-(之J
戸一内向 山 …，叩…一句"一..1........._一 一一一」一一日"_H".__白川市一

15. 反映による夜分裂生氏物とウラ/.ネ

ア、γこで7ム警告兎主主わ分担生

(sj;、&f)中井敏夫ー。矢島聖使

〈東芝マvダ、研〉 主各界熟

( "¥3的) tえ令裂10l¥分与是非ヮ弐さ会:迎刻

工宇 ILギーをもって友関h守ることはよく知られ

てい否。 夜念写実f主Jお賞投与の亙経虫色な干~}子i}ì.連立

子中の干~程よりふさい埼令l士寂分裂生久的は組

子クト|ご跡おすを3，したれ‘つでそのような条件を

満足させる泉分考~，)封急電柱予を過当判セ川智賞

l亡分散させておくと夜分裂生JJ¥物を今数味中1::::

J概することb油精a もし核分科樹匂曹と令

静撲の化学的，物理的佳境h{要ってい忍ため

での分趨坊主的聖送速にRf.:?こtが可能とjj'J!1.

l点従来の{費用書み源料引再処理去に比六、で多

くの怠さて有利ゃある曲

寂分棋の湖周霊l三つい方;)，材納理の守野手

多〈の研主力泊されている)J{，..本気分裂樹楠と

ギ気分寺等生成物(/':令韓を旨的与してこの現象プb'l:利

岡された研鬼七しては/， ;;::の報告拭見られる

lて超ぎない噂

療養ら!三k原手本震工学的に子注目す、ピミ時fビトうラ

~. (じ3(J苧またはしJo.z)一夕、ラ 7itイト茶
話料を;了間ミーパτより制生二手息子、専すを符し、 1 性三

じ'J;こN?-:;z，ヨチおよび注文守袈生j括的のi!liJ植に
おける令耐えxt.略化ウラ〉およびグ湾;玄戸イ
トの粒子産径t 践イ乙らラ与とゲラブ山l'1. k.fl混

g.比企ど乞の肉係1:::ついて換討しさらに契毅

結果につl¥での袈論的理5繋在行つなd

〔失事実〕 産fa:.I金づ7)]~以下の勝北ヤラ〉

( U308'突はしJDぇ) .]0申'ffヒ童f歪?ρ ミク

ロ〉以下のj'弓ファ fドσ-'-.;;?!<Jまてさ誰々 の

室董比<::-~;毘~しで鵠併をつく b J-RR--/Iて

よD短時司(尉之令〉中性子照射する.Ij京射す奪

み試料j;:l:..泉、イヒを錦まf知惑と決L酸化ウコラ〉の海解

を防<1¥ため|ご少量の苛柱、ノーダ、を添加しである)

?とー切え. よくふきまぜとれら還Jヒ守匙を手干し、

上ノ震にゲラウ p {ト， マ向層l之臭化歪釘本来，



下層仁虫食七モブラシを集める.各部分it*，'リヱチ

~ ~宇奉r.l/ulこ主主IÏJ. RC-L之!;6十、〉 ネlレE

線スマクトロメーター1::よりE練?にてクトJL主

調、た.

〔結果) 1)酸化らラ/"グ、ラファ fト，奥

イヒ'Jt錯溝、た試料包執手術分の疑守裂生風物存

在比率左揖司、国主民主貢{ほ錦百分に}玄ほとん

どそのG在在自"[~){l:"ふった，友たグ弓ファイト

と殿jIL~ァラニ J) 蔓董比I.J>:'増大するにつれてク、ラ

づ 7イト部分の按分裂生氏物の存庄比);l:-J'音大し

童置比3 マ~?o ずら， タσて:チど宇品以上と忍とる。

試料包紙部分グヲ存在比l女グヴファイトヒ酸lじウ

ラニめ重量止が増大するヒつれで狩少するが

金主量比領践にわとb大き怠鑑定:国:なし¥

之)o緯スペそクトJlマ調査の結果ネフ円、ノ='7

ム -2ぷデPほとんど金誌が鴎I~)ヲヲ〉郎令、に

持探していたu

ヨ〉略化?フラ〉直住民約Fミクロ〉以下で:あ

るととが必要でさふ旦 その{録件を考昆した理論

|富ーはI(j)美験結果ヒよく一致する。

4)臭化宣鈍を喋件三と3主る是lヒ守龍三之のかわ

り I~. iJ.罷定硝践を眼射?ヤ味料十三添加しでお口

県じ輸のラシを}繍干し グラフ?十トヒ守陣

後広分裂，生J吋刻め分布状龍を調査Uz:.z-の結

果 走ヒ守島雄主玄による場合ι同じ株主良をf尋たの

守グ、ヲ7 -P1イl之捕集されを広43梨生量見物Fま硝

駿処理的容:t，しがj之い=とがわかった。

こ古) グ、コラフ7イトの代りにうュウ騒を令簸接、

として周し¥照射ずみ主文科を7.)<.に本島平して事委{ヒ

匂ヲ〉と予ュそ7駿を分離した二結果 主ュ勺現実;J年

:夜中rJ)夜分裂住民L物水酸化ウラ〉表面l乙吸着す

るために車乞棄と裁を?手民生氏物d均踏まよくな

台¥っ7三こ.

'16. 米、リトアトム知書主による比放射金の高

L¥放射性ケ口ムオ'c，グ}製造
t房、萌)黒田畏夫・。吉原資ニ

比放射能の高いSIC'r}主竜艶そ7魅された58な

をE空手:JÞ宇で~'t従手照射して(京られているがι

この方法ちは寝緬禁制ご限設があって. あまD

比放射能。1高いものが得られない.近年クロム

鹸または童ケロム践塩左中桂子照肘するときiこ

住じる S'c，.が，木、ットアトム初来にムってd

i函ぴ1形に怠る二とが~記され.二宮l玄利用して

高い比数割合ldlS'crt々 離する猷渉抗、ある料

収率1まそれlまピ主主<~ ¥..¥" 

われわれはクロムの街戦錯:¥A.~J)る川ラナ〉

.フ 7 ースト・アJ~ -Gr今N乏&l:;)チ(.JRtミ

一人中性手フラ''_'7;;え/OJ24ι/付 J代 Se.c.)守

交7中佳子照射して木vトアトム知系z;:錯垣分

子から需ぴ出してくるがCγ を濃縮分前生すると

ほ検討、Lた.この有棋錦齢図に主主すよう依

構走のも小<G"あって. i;[b一度小すぐれた湘4

ιして向いられている
宇佐子照射をおこ会ったき主持粉末乏7}<J=le.か

しこれを陽イオ〉美換樹詣に通すと。 母体染

料出昔日旨を逼通L. S-'Cr の放射能の大脅防!J~

樹時1二付嵩する‘二削まCr(. m: )にもとす、くも
のぞあり ACO押ιfの之刈猛威尽本陣三れる?

.3HぇO

L一一一討一一-0SC>3 
i ¥ i 

けQ誌に:トトi=パーイ¥/¥
えよー t.，.~/)._三/

弘}"石'lmP.C/s!，8i此 (;(r込

j論生d、さいに (C'{ (，ff"'O)b)~叶 (ér(I-I:z.O)5 

Ci()十1: (C:( (Hz.D)'1.Cfz )十の三つのピー7
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郎、あnlわれる也これらをひ04-ーの形に践{じ

する.!15(辛i主70'1も).)(¥::.1二む還するるま/03以

上の主主L¥;裏縮係数主示しず母体来科の混在ぞ-

~if)按建6η掬棺旬、存在向Lとかられ芯 L\ ，ま

とこのほふi之ケ七rれJ、両分|ミtCr-O4--γ鳴マ

践イオユ 3互換樹路!こ付着する.たlざしこの郡守

主主議離のさいに母体諜科書ずまじ..D. 3-' S， 1ZF' 

aどの不続試射能をιもなうのマ製造の目的
にほf!J用価値古S'f.!l::J'.

クロムグ1有終錯塩を問L¥. く-:11，γ〕 及たの

さいi土木vトアトム対~によゥて 3備の遊陣注

れたクロムを掲イオ>~換樹時'Ç-分離する755:怠

1え帯保も簡単守短時肉にh二毛主え まと精製

も奄易不ある小マ;高い此放射能の止とi'(/)製

造には有利な方法マあるヒ思われる p

17. 笠疏践イコf~ わ践{ヒグ3過程における問

{1r:俸の分別

(東工大}岩崎.~;欠。 o福富博

ー下』蓄え

白星ま界におけるイ守ウ同住体約今別項泉)二0

.l\では既|之多数の研主主~，!まわれその結果.車

U同t主体3~ が軽.ll町立体3えS よD'b;事政

i弘授階のイヒ色村に澱鮎れることが閥Lっかにな

った。;顎者司会鼠lこ読むJ巴物ヒ椛路湿の肉の慎重化

還元~たにおいで f オら同位体'(/'0令別と考えら

を硫酸f寸少に酸化する際|二生す，Qィォモ7!司位

体の令別現象)::ηいでfまう.実験段〉欠小ように

灯った 3!i_sででラベjししたを硫賎ナトりわム

を調製すろ.

このためJ=.:賞者専は3:!'-S て?ラ六 I~ した誠政

錯を、資鉄銭防表ヒ主主に虞空中でで抑無し， 注じ

た放射i}生の蚤戒厳守ス主総状dう式く践{乙ナトリウ

ムl二吸収主せて亜硫酸ナトりりムを調製しlと

これ乏湾授とLtz.後一定量の泉車水を相えて

を硫厳イオ〉め一部を硫殿{オ>1二厳{ヒするe

:君主夫乏̂れT之容器!と『主義tr、スを嘩¥でさききるよう

にL:た栓をほどこし落環十に宝票方、、スを過し

なが同士宣践を加えて鬼束-&.眼往とし 末酷{ヒの

霊疏践f才L乏分解する，引きつ三、さ室案討ス

を通してf怒夫守1::海解したE主琉麟ずえをまをいlt，

し こFれを氷醸{乙ナトり Tフム，~豆半ミに吸収させる、

重硫酸7jス左海い也した滋突には.t~iι'吃りそ7ム

:怒釈を加えて硫政イオ〉を硫蹄ノマジワムヒLて

)¥1:療とせる.水酸化Aナトリウム溶突i之吸収され

た盤石f，U吹か1えには前述、のよう!コ一史量約集票氷

圭加えてそのーと陸E征勝4オ〉尼崎とし.以下

問杯に操作するーこのようにして法射往置依田良

{寸〉を磁波イオ〉に分別的に崎弘する暴行《玄

くり返し，/1.車のきミ鞍<r-，お/t>"v::<Oコの硫駿

jマ ~'?A主有料部警告し， ヨLらの技射能3餓乏

号普段厚.7.l法Z予測定する.豆硫践イ寸〉奉酸(l'.:3'

れる現象を放射J生同制本35'Z玄同し、て研究し〆 る際l之 イオり四位俸の分別ボ匙わなければ.

言ノペ，
仇

A
F
A
X

議
問、一夜受れわ百で2し仏、勺』さ

2
4
J
 
は

げ

構
左

。1.L Wcu.2cJ>.A.， H. FuA>>.;lωμ， CulIJ f/. 

ß/t，l~，.t (JF'7向， βt..dß， C)ω 凡 S同

心ψ'CV1/.. よ1 495"-496 (195"6') 

Zl 1. Iμメ伺.a.i!b{'， H sμ'77.l0j011ι 井/ー
F叫ん乞C41U'， L[:;.(;{ .j.!. 496 U 9 Sd') 

これら夢紺1比減構成曳鞍摂主lきてさ辱しlけま

すい建7ある。実験のも課によれば t島、<"f¥まある

方沖試和11比枚射能1撮ら、!)， 識イヒ及a..rh欄
)::.得られた硫酸ノ去、pゥムグ)万が使級がものに

比較Lて1]蓋か|乞Jえさい土ヒ放射能を有する，この

結果は1葛霞化段階(ji化会物iこ車い同位体力{¥;_濃縮

されるという従来グ1結泉l二一貫する曹弘主ニの~



鞍を撞々 r)~条件1=おいて行った結果lごついて司王

子の移議すをカEえる.

18. イオ旬開l悼の齢化およ7J:走えにおけ

る分別効果

(東ヱ大)0京高史・福畠時

-主主崎港〉宍

われわれは次}之烹すイオ'7ィ包台物Uう隙fとおよ

び‘建忍反J包ρ医長l乙肉食体効果めあらはれるこヒ

主調吋Jて来た。

E在践イ寸シ --=-"... イオウイ寸シ

(宿抗議I士、リで7ム)ー-""" ( biltit 7J<葉〉

ィオ、うイ寸〉 ーー-'-t 抗酸イオ〉

付モフ ー争滞酸fオン

主主夜践イオ〉 一宇統政イオ〉

実験台¥ら得られ胤践を説明するのl2J職九建

五状態にちける同{主体の平衡のほか12.反必定

展12:Eえ|ま、す間イ立体効果を老怠する必要害拭あるe

これらの結果を総fきして述べ、ミ~

イオザの硫酸イオシへの藤イヒl会〉欠!})柏くlご1T

った. S -3~アマラべソしした結晶イオウ客四

遜jヒ炭素議決とし. lN. HcQ... Bγz をi1!lえ

議詳器の上で:回塩弘~毒培と7](混提唱ヒをよく

よ主ぜながら反九、を起させる.一定時向後.オくJ草

次層主令離し，塩イヒパ、リウム左右日え加然熟点

した後~花房愛/犬、りわム沈滞をあつめ然隈あつ

みグヲ方法z.-敬射能を測る.酸化反点、の最初乙最

後l之得られた試料の此汝制炉3れはど守/♂ゲρ

涯主主主ミ、あゥ?と@

-ISー

(原研) 0渇危尿意

放射性向位)f，棄を製造する畏も一般的会 ιクZ

，γj反J込lコ於いて住月比したアイリトーフ法

業構するには Sz.d'<<.-zd-ι私ゐ比-'<4f/W-
()w..dを用いるわが失問的方ある。

この報告マiま策担体のケイ事 -31およぴリ

〉ーねを製遇する芭的不 T/lL.k..予f戸ゐー
グ~之c. 1-;::: *'-1生子を照射して木、バアトA効

果によって託:なおしてくる 3えp :tよな 3/~ Î­

~βz..iιv-0/-CAιid7ivz..o ~支はよって々髄

するこヒを試みた実腰結果!二円いで主主べ‘どある.

三れに似た報告ヒしでは O. E'rAdtsft お

よぴ，k_ f-Aiムtrらお玉丁付ゐ〆 μ。一
今はιえをべLぜ〉じi混じて中桂子照討をし.

水または土古住扶ι振ることによづてJZp ~五島

い比放射能習得ている.この場令 ("7l， ρ)及h'&

によって主主《する 31:;ιは Coo.sし去J>.3司f

のみたついて結果を出しているが 3:<pr.:..くら

令て数十iちの劃~生ずる 31ß;_. Iま半端期 (Z..る

だ))ま究室くても、令擁して測定するには危分公

量抗、あるの宅~ 31Sιについても抽出年等五'd:.す

ミヒlごした.

本実験i之用いられた中桂子源lま斜苧砺定所の

すイクロトロユ言、ある.PI中4生喜家}ol:ターゲ、、ン

ト建算態品E.，JO..tlAマ約/07〆?ι /c桝又/Sec

}C:相当する。

この実感狩得われた結果主次にまとめる.

r) 恥陸予~尉をした下. E毛沢を pHI之.5;

のアルカリマ拍弘する三とにより 37"PIa<会杭謝

能グ)54.3すら.31，5.;..j;:士会放射能t1>!iヱ!;外を

19. Sz).ムJt.Cf.-cムJ机 ω 法|之よる'T T反P層から水層、¥0:'.!) :'tすととがで:きる.
イ素-3 j およびリ~ -3.2め同時製 z)桝目見掛都工後令融まマの百寺南を複マ

遣について にJ費えて抽也撃ρ長{ヒを調べた所、 3λ戸)之つ

(東教大) 三宮旧長自三 いてはら放射能めぷ?のがをT院生可能な、の~
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i7Jり 47'7るはた今持i旬乏径た縫も今離茸能，~F 

F移で:ある凶

3) 7M雪中の P-fとヨIJ: i五会j長型小南fオ

〉支提樹碕可:去}~註するこヒによりそれでれの核

謹左翼宗祖体.~とり也レ， アルミ=守7ム扱iごよる

暖奴曲線~ð.U'半減却炉測定J::よりその汝射化

学的純度成 3:zr 1ま/"'0.0グo 3/$<. ¥ま

タ2のすものものを偉るこヒがちさみ

20. T13p 0中桂子照射I二名I::!-る木、νトア

トム効泉_- (.♂，γ)および‘げ1.p) 

反jG;~の担の影響(._pr.a_s邑ザειo

し東大型主・梓窃f)斉藤i主j考・

0佐野博敏

現在ま~多くの有械八回ゲ、〉化物の L 引， n

友応:マ:ぞの凝固怠件下の温麗でて守4生手照射し

た場令と。探聞ゑ以上芯の耳号令乞ミ~};士、ー椴た

え再調阪空手、主要P前右の方が太きりこヒ当日知

られている.三オ1¥3:反蹴j京予1=;):;よ!ぎす喋体め

守長もしくは椅晶構造の影響と老えられ や摘

め彰喜一月叫eefyεd" とよlまれている"

温度の影脅はそのほかlZ-も再持令め照グ1国手と

そEりi尋るが拐の菱、イヒlとよる影響グ))]が一般に

曝等<<-ある乞考えられる.われわれは T5)コ

( tii bぱ;r)/sflwsfhct足〉のυ〉を対象乞して

、+1生手眠毒十時の木、vトアトム治主民主し内、た。
TBPの7疑周忌l才約-8'0οcc:;;ある也 との実
耳委<;;;1まTBPE央体霊童を入れたヂ、ュワーぴ/0

ぬくもワーノ96oc j または、 室i昆(二zρ~
30'C-)において中桂二子照射したu 中世芸源!ま

科研サイクロト14>の己ε-)) 反主:~生氏す

る中柱手を向¥) .'判生手家はるヲ/O-7'/l!<己t;lJlえ/

Sec ~，ぇ ------3 時向感、幹した.この場令占'p

Lヲぜ，p ) 31;;ι及た， 3/p~?1.á)3之P 友Æの

工主総起き よ/ヌ.:. ~半減期 ':<.6 えγ) と 3テ

民h

L半減期ノ4_3d) lノヲ汝書才能方針零おれる， 之。

グJ グ¥了13).:-を照射俊 之0岬，f (j):百ぅ由工

一子}~ L之t-'7iV 0')，J<_と混合振とうして水宿毛

令躍有拭/置にさらに之CJ?1!--fの方くを相えく D

返し保とうLe分離.7]<)号t有拭唱lまでれでれ

So引，.，t(/)史容フラスコ口移し オく層(}1方は水

マ 有料替の方はエタノーJL.マ刻まままむ:う含め

る，放射能測長iま神戸工業製J町長選合一門菅に

ふ.--，t::_， 

f事われた寝~曲練から I それぞれの暑の 3/，') ~ 

Uヤの放射能の強討喋められ 固体主主主ひ

戒体のi号令'(j)"有4託収奪りが真記された.この

培令Q有制民主軽々 とは有拭彊!こ戎る汝射能小雨

層全体.jV:寸す.Q割をきを差Uまする u その結果，

(ヂ1，n 及鬼怒生成する :3:Zp の有拭収書さは
固体に本いていちぢるしく大さくなD. 一綴o
有祇.I\.\:::!ゲ、〉化拘の担の弟警ヒ同掠会~j痕向を示

すがd 、-?t，p)友}E;_守生成する 3七>L.め高城
収書き除;J;E!d)*=化l之よってほとんど影響されない.

ごのことは反政尽手紙肩書良部分と員結告をほと

んどしJBいためか、しくは l._'11，(f )友およ

りもはる小巨大さい及酪エネルキ、ーを与える

LクL，p)及花、Jlt三わ!こi寺、緑合唱i)関士主主よ|ます

栢妻、fムの影響ぷ少いためと推測される，

21. ~ク2 ， t)反.ffiによる生体試耕中のリ

〉ぴ1放骨折ヒ17]1'汁 、矛一報1

九京大理・科研)佐野博敏a

。函建寺永島・芳話相言Jき

通信行われている主体献特司中継リ';，.0定量

主主比例糠[1<中一部のり〉の題散咲得4械

による絡警告:どの委主)と 再現栓ぷ保たれ堆く，

旦つー士重稚な森保玄l怯苦手とする勘定年 生体内

リ〉の放射化与'T1JtJJ並行iまれる掬二仔コたがそ



ρ多くはくれ，(J)友止を利用したもI/)~ふる.

このj号令先分怠るゴ予を得る為!こは比較的長

時肉小中性手照軒を必要とし。またー披l之生体

内に共存する塩素ふら 勲宇佐享ーによつで 3色F

， 'I司，CJ ) 3之〆反J0.b~'定g_!)官苦言する卸そのため

我々 は 31P ('i1， PJ 31;:;，-反応さ:主主鼠する3信L

左測定すること!とJ:って?式消守グ}ジシの定量

在試みた。中推挙原としては科研サイクロトロ

〉による遼司『注予(判生子流東/〆，v/o7 ヅ1/

勾♂/-teeι)基調し¥良謝時i蜘/--c.3時向マ

毎回累準試料えリシ酸カ!~ ~tフム)乏同時ヒ照

射して比較したu

本鞍ャは)jlQ制じ空J1frぴ)基話主的安件。写実討を図

的としてr 員料中り〉の量ι生下えよ 'S~ 放射能

わ霊的関係 長与矧之よる白己犠l長 鉢斜l之宍な

すると予想されるた素による第警苓をしらぺたυ

藁も妨害ヒなることの考えられるのは、イ也の元

東から占セヨιを生ずる場4きであるが、そのうヤー

乞して、試料仲 j::::_iオウボ存狂すれば、 34ぷ

( 71. ふ)31st_反応、が起る"しかし 通常の

生体試料中のイ寸ワ色有量i剖色いの~，者しい

務室!な誌わられ忍こいと考えられる a 河ヲニ1-=は

3噌 L (グ2 ，ð' )3IS~ 反応による 31':1ピの妨害更て

ある拭. これも員長祖されうる程度マあったb ま

た舵の生制実謹rj)放射能による喝事を知る1を?

紗‘ナトリウム'塩素'カリウム・その他1之の

いとそρ影響をしらぺた.これらが多重i三存在

す弓場台は:威衰歯報小船属商地二するが、少

量の場会1=1ま九分解~下し寄る，

祈
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種ぞの札令物三寸佐喜眠射をおこなって、生

じた放射栓荻窪(/')東亨情状誌をしら、てみLると

ダーゲw ト拘郎主的落決の場令と国体の場やι

~ノ?-e&，1.五"''11 のi~1)ぶ莫:::ï: D -蝦12団体

。うま、眼射した湯令グ)]5が為い{直をと示すu 我々

はさき!こヒ酸塩?J<3:!il-決について約ノグゲ。く同

または浪漫に官、干与し主主L、〉、 ヒ震後7.)<，秦=ナトP

カム結晶についてお6~~ 1::.いうi直を得Jとで
この直のもつ急涼を検討するl三当って ター

ゲ、'"')':O精識の場令1之は.中性吾拍手建問キつ及

WJ~によってたち切られた持令が，ふたたび荷台

する可能栓ぷ大きいヒ汲主すると異議令の超程

l式当然:史遺割の工不jレキ、一程度マ匙る化等4t

iヒマあるかわ 照射冷およぴ照射後の3亘度f.:K反

A違法震に景ノ著するはずでFある. したがっでこの

影響を実駿的こ確かめれば:再結合拭尽つでい

る可能往があるhどうゐ"まとそれが1<乙;ZM，-

nO'1l. 直にどの程度寄与している力也知るご

tが也来る。

実鞍ま ヒ賊氷素ニナトリモ7ム-b:K，イ比朝d滴

る乙 Nι2HA;s 04・7H:zo)について会之主主

い.守4生喜照射1会科研サイクロトロとによった.

淑射混震は主とLでー/ヲゲC l突体窒素)• 

-7.z'C! <..下、=ライアイスーヱタノーJ!..-)之d-V

..]o.C (7Kまたは診fu)の三時障で子ある.妓

鮒'~ー)~時間の後~J)あしで決射桂ヒ蒸グ)原予

備左しらべるとf伝昆の=つの:場令l主大差なく

これらときむ邑刊号令ヒャ1式後右右主J.5"/"事v実高
いんみク，，Zt~-n i査を末すもまた照剥習を私牢操作

左相えるまだ:グ)放置時向の影響d按討したヒ乙

い同J;MLfb IAZ(VJ J 
IパS(γ)t IASCil[) 

{且L 工は放射能強巌

之)守一田被寄せ{ヒl掌討論創二て講寝
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ろ、佐温寺保存したときは〆flt寺内殺でも

J協'7!z'必抗菌まぬど;~芝ィヒせず\室温マ放置す

るときは{l:お数ずらのj官当日が誌f/'られたω これ

らの苧失l式ささにのへえた「再結令」ヒしウ[反

民主矛鹿し{rL.\~ 

すLl会樹脂刀士還元二的作用主するためかもしれ主主L¥，

陰iれ対州旨1-::略したヨ行業政伽鮒

問題iてよって¥比放射常4め高い主吋自¥'7案

Q'>:得られるごとぷわかった乙匂;おこの埼合:樹

脂lて一都放卦直ヨウ言葉拭濃縮され洛畦されな

い瑳曳必見られる。これは掛脂とヨウ薫ι1J"
23. ヨウ秦唆庖ρ市投手良訴すに点lナる司王、ν 有糊tJI-::::結合したものとみられるJ

トアトム効某

仁京大理・科E汗〉 斉藤信)き

・佐野1皐f$c.。屯~)令手

ヨ今来腰垣d円示、ゾトアトム弘学1::関しでは.

yぞi之国体 7kJ器提については研究がなミれ

ている.私達l式契った令折?主主用いるこヒ!ご

よ9. ぞれを埠;有するとともに陰イ才〉安課

樹脂亡ヨウ素鴎孟を城遣さ止て照討Ltd号令の

木、vトアトぷ効果，孟ぴ);:!i!J:体lてついて寂騎

時の温度め影響主í~己主主|てついて祈究した

ョウ素醸力 Pウム乏 ペラマイ〉グ口、ク!ご

よ.9 減速じた市役子u在来~/。弘/c~TLZ/sec

) 1ざ照射した 1虫濃毎~5Z1ま f 寸〉交換掛路湖之

より 10:;と工、ヒを分者tした. ;~殺による分

離はア〉モ=ア溶決lご獄後銭を加えて. ヨウ

イと告疫を沈濃さ仕る方法!てよP、 またイオ ~3互換

法jごよるゐ輸式まず ι/Nの 1<11/03 可;ro~ 

のみを窓離し〉欠吃2-0N(1l kNoa 1-=よsIー

を添離する.

団体bK鬼平d::.の~札Zw"， 1オえになさ

れた初完の結果ι大体)-;::_):;l ¥て一致している.
国体dJ場合.常温〈ニ"<0.""3D 0乙)("約70%で

あ.9， ~W誌の f昼下主共Iz徐々12荷?を示した，

また水需療の場全?の Y<'0:マv{7.o-n1ま又5'%，~

あったイオ>3l<換樹陶z吸暑と辻て照射した

場f予防 YeゐtZ初、はご「ψとな!>， 1'-11:::の場全?

における値と比較すると はるか)之/J、主いe 三

'24. ウヲ〉塩のホ、νトアトム化学L今一報)

、京大理〕草藤飽考・0商根逢也

ゐ"'"て工W， Iniワ1己，ゴτ'")設、中4生手

照討をうlナ閣下賎'e7ヲニ;Lア〉乞こウム村

239U占宝 港呉川町永今時二よって益三す、る:史澱

の景初のフラク3Lヨ〉に約ノρイ器業縮する三と

を報じ;これは U(VI)背中性手捕覆の際U

(IV) Iご態たするためにj;こる混繋ミであろうヒ

i本てているが i賞者行止 lr)"j-?!e (j)用いた

j杭 -13e(7'i中桂子漂わ代りlて‘サイクロトロ〉

のτBe-d反Aにより得られるも勺と強力宮中

性子愛用いてこの実駿を退試してみた，すなわ

ち中Jト生手を照射L;z:;ilf械やフラこ!l.アムモニウム

j龍夫主 少量の酢践ァヱモこわムを合主:均時氷

に注ぎ 生点する塩主主役ウラこ11.--士昆(Jl沈減乏が

別レ， これ乏硝械と酢政わ総毘f雪:ゑ資て，¥';綿手L

f専られる縁起に脈賎ナトリウムゎ大1騨j剖日え

で酢践でy ラニI~ ナトリウムの洗瀕玄f京D これ

左ヨ告別鞠ゑした穐/ヨ放射能を測員三したが.繍互

し行なわれた失験わどの場合にも工Hi?le fl 

記事kしたよう必;初水分解生応~~'ZJヘの 239 U (jり濃

縮!主観察ごれ在か司た。

〉貿右}うはまた で7 ラ〉の硫厳~j:春夫Izっき:穴

のよう広失験を庁~勺1乙すを正わら三壌の e

(A ). U (_ V I )ノ (B)U (VI)+UくIV)，

Lレ)U (_ I VJ， (/1拾三らラユの硫員長j甚之詮む忌



東iこ宇佐:予&照局十し. は))二)ま υ仁1¥/)を，
L乙)1司会 u(V /)をそれぞ'1J1-キ匂りマーヒしで

加えふ<(0U (lV)をクペロ;'1孟の郊で:クロ

口オ、 I~ ム抽出を{'j!J:ぃ. ニレれを言問機o処理し
てUc VI )の硝政溶穴ιぅ;し，前記(/'"l実験炉jう
淘こ従って除践':7弓=Il-ナトりそ7ムのう史澱左1恨

!)sZ:女時能を測定Lk:.ぞれ持票、 li)_υ( V/) 

中の 2!J'!υの殆ど大部分1:主 U(Vりの状態マt存
格とするー は) 1} (/V)、中のとよ9Uの半分以上

h~' UょV1) l二位るーことが判期しをd ラミー;g_リの

安藤でてlま'--C)中の 239U1式約SOグフ係数で;U 

(VI) 中 ILj襲~話することがわかった‘以上のと

とからJ蔑右らは U(IV)叶Jの，Z39'Uがυ(V1) 

l之容るのは木、、ノト?トム効果によるもの芯7ある

こと時知る.

25. アlレlしの氷vトアトムitJ芋t守4事長)

1酎H旨キちょてて下βy 中(/ìチ J~ J~ II V) 

1二中i生手五照射lt:;::~L \Ø汝射往テJ~

}同賀美化状態!::;環対話

(京大理・科研1 斉藤信恵

・olt前回万吉塁手

いろいろなテnI~ r/'イヒ令物た撞々 の祭』干のも

ι守中4生子五照骨:れたとさいそト・曜の子 J~ JLの放射

性同位体当ぐ切にす与が‘その狭耐性子l~ ルがど

のような略化状態言:存危寸るかという二ヒは爽

味ある向題ぢある，演右らぽ労'4報ヒLで樹脂

主よ(.~' TBP 中グ)7' Jレ)~、、 IV) )之中{生子~Ä~脅す

しごぞの践{凶丈態u、、yトアトム化学的な果樹
についてしら吋及。

41面わ子 J~ }レ乏4N. ιNグ)塩蕗鞍;性宅qll主イ

オ〉矢換謝R旨A骨l#Yh友 It:<A -4 (iρL久

.d型)/ c，:>.，_:z c;; o 'A "/~- ;:1.)'之附壱させた、

の‘おJ:. ú:-4r筋グ)テ l~ ルを4N. るN(J)塩成主主

-i午

:売れら了βド l/vρ，/_)1ニ摘出 iてーそσ月歯';I'，

;7<(1て.F同「サイクロトロニ、中性手宋 :/oQ'¥./

/ c 7 -1.</&/1戸メ"，_"'_c.) Q'.約之"，3時)商事注子を照

射してのち 陸イオシ3(-.換樹枯「ムよる令高蝕お

よび丁βr'.:tJt;tによる今蕗法てE斗伯グヲチJi!L /ニ

ぷ踊の叫んの今離を行い.者部分の放射官回

し向、、た.lJ:..B 了βY とY工十)し宝、、チオカ)~

l代〉被ナトリ千7ム)=J:_るた展Jt.量主主を向いて

微量〒lレルを定置し.ニの~\.\d)j::G放射古住測

定L7ヒ

での結果陰1れ対鱗備司捲させたt号

令は金放射能のグ三「ラヰ占~'4簡の部~l之内られ

3勝子高i主6価の訴今にみられたω

また TBt)て抽出Lたもわわ湾樹立金放射

能の J'r?~ん内外 ~\'4価戸部分lごみ ñれ‘濃縮は

61宙v'l胃分1=みられた.

ぬ.乙の期鱗f¥<途中における酸{凶犬誌の

安化。ヘ有無をしら吋るためにノZ7"'Te.を用いて;

樹十日旨ヤ おふるい/B P "f" 小チ J~ ルの与定漢につ

いてし内べ;とところ、う耳れも!;時期汝置した事百

票で:泣ほとんど~イヒl土 λt.められぶかった.

26. マ〉カちヴロロフィル V'，~ ヲル~''-チマ

/レて一反花、)二〆ついて

〈尉1理) 0鈴木佳点

、原研〉 ・村上』さ紀雄

(目的) クロロフイ)~(丹市 Jl1金患を色~L

台、九て県沖桂手京討を二三ろみる。 くの.o)

反!I&(7)軽装うまく三ヲルいチャJしマー反応を台

ニし アベ、ノトーフOl[l製油ロ利用尽きるものを

みつける，

(ち玄J クロロフ fルの中lヒ金星グ)マクヰ

予モ7ム左マ〉力、、ンにおさむ¥穴水海泣にした化令

物を覆裂してターゲ¥ソト)Zする、このマユ力〉
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クロロプイ}レ水溶奏に科研γィクロトロ>iこよ

9媒ホ佐子駅射主主ごなった. 25門JL〈のr
n妥門処が訟こみある時向黒射殺三れを謁
援投之L て有救詑誌媒i之てターゲ、y ト~~をJ両f也

する.札層!之全く緑色がみとめられ主主く去るま

ネ拍車をくj)hv'¥.すo J.)<)震と有概容品種LニIZ，わ

けでぞの放期業乏3劃定する，南署1てあるマユ君、

〉主主ぞれぞれ過域化銀趨ョウ素践塩去にてj土色

定量した.

く結果〕 寄蟻泊三するととによりクロロフ

ィル1会主金!之資裁脅義官1-=うつリJ]<)量l乙広会く

拷存し寂し、‘マ〉ゲユクロロ7イ;).，.の放射能守

輸会三ff)罷射謝宙開羽a¥とんど無担してよし¥

向暑の放謝能jまあさらかIc:5-6，門ク1..¥ Z.d'時

i抵 β" i() lZckる、のてFあ.D. そのよ油精持主を

止戦Lてみるとあきらウ軍部唱の方占古島¥った

氷唇~~容棋層の比糊持切tヒをみる乞. / "-3 

2ニなった。し小しとの止がまったく逆lて可記号

令もあっ1乙 りhコイ lル1--:ミ竺背れLJた乏門仰外は撞々の酪脇動iヒヒ

我免jに之』怠5る乙とは容易!存之想イ像象さAれ1る乙とて芯Eあ.9，

これら引1に之ついて壇々 検言討す4去三d掬1司J'白-九

老ヘ冒叉ζ玉弁F一ゲ、¥切、wγトf念Tヨ予子ヒ門仇ヒの3支t喚叉Ii庇j怪ビにつ

1い、てもしらべ1乏之乙.さらl巴乞鳳尉前のダ{ゲゲ、¥、〉ぺトの

3斌主走もb立て」み玖てLい、る.これらの結系12:つLて

毅告する，

27. 放事議測定問新蛍?と物質-12共シフ

L家大玖研・電々 公社通芳1持)

。芳藤一夫・菅浩一

・野崎 C・回村道手

(質的7 三〉ずしーターまたはかェイザレ

〉グてきLフ安一周蛍均二体ロ用じられる育扮化合

物fタ~-j:::J )杯初フェこ:I~イヒ併称、護れてい

る之とIJ;多くのiiJf患の一致す3F片である。ごの

茶刻、ナ妻、在友不lご製造され 実問ヒされてい

るのはクオーダ←フェニゾレまママ:あD よL畠

級なものは痩れた持柱部毛色撞の長、から予想~in.

るにもか三わらずこのよう~~舟をもった街

党主主苛われた侵IIま~L\o 我々はセキ主フエ=;~

の令点〈文荷台あれ s 精製克よぴ告重党特性F

3レ〉チ L ータ-~ニしての桂能テストさ試λl乙

(存法〕 会成国rlJ法左試み五乙}つはダ

ーフヱユ;!.-よ t，'j:j充し J欠の綬階左、て p-ヨ

ードターフェヱ)~.とし とれ乏わ;lマ〉ぷ信会ミE

→ーパ(}zーラNH"，→

ー/グミNιJ→一工， ついミ:銀本縮令

せる.1切;i‘ P ニトロヒフェユk ~ふz:.~、ぺ;

〉シ、ジ〉より也予をして F ーヨードピフェユ)~

および f'f!一少ヨ-}"ヒフ L ヱルヒしこれ

ち:7)L.マ〉縮骨さ辻る.

精鞠之lま真生昇芋法およぴ再結晶法を骨伺し

たa 義主昇華主主1玄大型ぺjレ玉、、勺~<Þ ~7}く鍛主

/ρ-4-ないし/〆らIÆ~てf 3000 耐:廷で:昇葬

させる.再結審器藤比葛沸たのもの 12:限られる.

0一三、、タ口Jレベ、〉ぜ/.エトロぺ〉託、/，酢暖

ア宅ル，デトヲリニ〆 λ -j ナ J~ ナフタ ;J.>[

~在能私た.-\Z:共ふフェエ/1.-のこれらの港模十

えの落解度iま著しくイL旬、変動岱いてはどめ

琢謀)2も潰庇尽き主るノ渥乞1ナ弘、しにラトヲリユの

兆魚、マその'('0ρCC咋Iz:ρ./ !!遺産とけると見

われる.

物質の間賞j会融j尽く40'0u1IL.といわれる〉測

定占，~r十々回堆不正らるため 昇率温度手よぴ葉:タト

蔀頃収又勺クト，[_.t之よるが l匂れの遣l使、第易

奇ては公L¥.蛍光測定は目主令光た斐計のlif古屋葉ノ

量lてよった。



乞ンドレーター持注の淘li員三長ζ ヰ?口ごJウム

-_z/ρ のrA線芝町し¥ フ才トマルアィプラ

イムマ--j;よぴJ1r常の波高謹~Ú器を向いた‘ l$.結

晶ぴ)セキ土フェ=んが、えられないため これと

1E折率をほY同じ¥するrA-7、‘ロムナフタレシ

およ以ークロルナフσレユ即時物T'細かい

結晶在うそ5;:)三レ、これにポロシかム一之/0の

人議をあてて一 生ずるノモ)レスの測定玄寄った言。

(結零〕セ共与フヱユ)1--除句 jれ(j) t~主を用い

ても合成写能可:ある。し小しその収華泣苦しく

悪し¥その原因!まそ7)レマン持令の躍去の{色収奪k

あると急=えられる.学=迭によるj号令英生す

るク寸ーターフエエ)~ ~ニの令融には虞空昇華ぷ

よいよう事ある.

再結晶の量伝助璃8::大変よL¥&". く.!)<!J、えさ

さ主し¥と謂製iま本土分ミてある.テトラ1).:;..から結

晶したもの試無色のものがえられる主再結晶を

締足しても外観主主結晶Ic~rらず 。~ ~>Z~チルア

フダレン古¥ち再結晶すればリ'::-}f.状の結言語とし

てえられる. し{j，し主〉fトレ}タ一騎今生の測定

/結果によるヒ 為特晶したものは.三れを民主

明与さしともの¥2:くらべ首t率ヵ'('A亀し¥ 乙れは蛍虫色
F且書物質が落需要小向Ä.~こ主、ためでさ除去いかと

考えられる.

2δ. くd，()l反怠、による歓害者{ヒl三ついて
(苛ヲフ幸~)

イ〉ジ¥7ムグi(6'，.1')畏応:によるコパ

)!..-ト oo'Q結滞F総量測定法

u雲、研〉逆回畏生・若宮、資ニ
-0島匡一夫

筆右ちはさき¥;::録会よぴカいミかムのノ0/;/"7

パ'j('0， γγ07帆ノo7't?l1ペ3きょよU'/IICJ. (. Q. a) 

ノ/1φ'cj 及必の紋針化首r面積主求めるささい)て
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ρkl?! (仁 o)ノノS骨'I11Mt.圭謀罪ヒして向い

るは，0>線審則Jt法主題南してみたが今回

|おら〕て三わげよ ) ;報鞍限法の通用範囲を

明らかにするため12: 目本原三子力坊をfJfの/ρ

キロキュリーのコパA.}..ぷ υV隷源~問いて報

告すしたー

ベンジヲァム・ハク在20>-<.Xd仙の大さささ乞

折Pたたみ /ρ キロキュリーコパソレト 60)' 

線頚の周囲の L¥;ちいZの柱畳i乙おいて注じ、る

放射合同t国~髄油巴差是するまc_;;照射をおこなっ

たε これヒヒも|てピクトPーシ線審制怠却、

化学制怠観皮法r::よって隷毒剤定をお乙.g:..，

j乙

イシ予叩ムの放射T瀧〈髄初値)は議提!中JC!古¥

らのいろいろ1/)距離において他の紙聾キ測定去

によって得りれた線量三平とt七倒する J す初ち

イシシlわムグ)(γ，GJ及))E:¥z:.対する放射化断

面積の値紙日って、ゴ代、jレトdt?('線の線;-1;測

たを会会となうこ」ιがマきる.いろいろの串さ陀

~いでもこの椋量測定法による緯量専の佳ヒ

仰の方3均三よるイ直とi会r 敬するp7こた三、し求、νト

必ルの壁)::j立つ、くじ之のお京区ふる{直怯削

岩法|ごよる{直とは一致しみくなる，之庁1防動¥

. らの散乱雑の影響占官、♂他の方法);:::.;):;:いてはみら

れるの|之. (ぷ γ)叉.)t;による7J::去でF悼みちれ

毛主いからて7、あ-9，

イはいわムを聞いる (d. O')線翻舵》玄.1i:I

j叫ト60q掠j廓倣の高い緑豊前1測定iz広

逝するニと出'f.\~らゐ刈之容っ7乙まt萱名、)?"+ち

の需を劃蔚¥の事害のあるととろで:一次y報の4憲

章キを決める之とも三のき法てF体モ「能をあそ;5.

29. アケチユドグ7トしーサー化学的研究

(1'之嶺〉



一つつー
」 ι

丁BF一銭識商のネフ~エヤムの守活己

J系研)石森島太郎・0*お太子
βうVp主用いて次の諸茶について涛編曲.tを

しら、;位。

1い硝蟻k寸BP. (2) 塩瞬とTBP

(3) .珠践とTBP (4) 過塩~酸之T8P

スクヲピニグのす主主と化学拠埋ま組問令辻て

1<4'j直をもヒめた7'哨験，塩酸および否削除深

て7は芋フヘノ己ウムの験沈滞龍、Tri7・t.;よO"

VII:3:付るとしとよいδ署撃の lぜを存たが‘

燭塩業環茶寄泣 NP(/V)1司l取られるべきM

直司対寄られ主主かった，

ニれらの結果をヤヲ〉，フ。ルト-;:::.'C7ム本とわ

結果k上ヒ鞍する.硝融不マlまNp(γ1)1ま甘

けりゃ Pu(γT)ヒ似たむd 〆ヂ旬1，-

d.e4lCι を.~す。またゆくT\7)と f>t tr刊

の以値以硝暁農動コ札て殆んど金本'"衡に

ま示す。さらIL， Vく¥77)ヒ Np(v/)は塩F実

家本箱掛どより民たιc-u(dヂf?/?~LC-<己玄

あた、る。 lVp(γ) グ3付割は仰の行動と比
車主する.

30. アグナニドのトレーサ一化学的研鬼

くう付報J

夕、ぜ泊〉によるフ。ロト?っチ=かお止

とtネア，y:::;ユウムの部劇油也

u環。研)木村幹
酸性zK海衆乞ヶマロユのクロロフヲト)し人束手更

よ9)弘る菜乞〆つし1てネ7"'%=ニウムたよるヴ。口ト

ァクチニウムの制誌研党u乙
待用しをトLーサーはお'3f&?およ7f:<39Np;や白

これらlま硝鍛トリウムちよむちヲュ4左才K沢

一/'0販制、Lて調製した。

(1 )埠礎系金E去を錨011寺在~ネヤヤニカム

1まρ'.5勺 4tY:t昆訴訟;，f.)1<.1約/ジでて怒号l乙抽

むされる， く0.5N 塩路ち?の行尉防局べで~l\

また士1'6.素布、ス古主主~);えするヒド〆(直|土極めで d、と

なる品ァ。口トアクチュウ人もZi.s-"-4 N塩機か

ら拍必されるれ‘主及宜持ふるいi地主力刈

存在宅;I\d. í宜右，~~íとし公い‘

1 N塩酸1ご'ついてフ。ロトアクチニわAJミよ7J'

事アV ユウム両者グヲ同値ヒ滋哲併のクヘマ口〉

の演度乞グ)庚}係剖調べ!られたν

{之、 硝酸系砂当Lア'Y~ウムrà::IJ. s-んパSN

硝酸よDμ =/o{ì乙<;?~歯)tされるが，フ0ロト

アクチェウムは 1Nw..たの鱗映から)~抽出され

杏:L. ¥.前吃著Lの}.'.，{K:鴫械の商停、をト.!JTム

初場令ヒ比較する.甘んをト!J~ムのトド!
サーとLて用いι
(3 ) 観軍事蹟系.::? !J/'JJ.屈服醍よりわe

mノコヤムは /V.I:; 1伐で:抽ま;される.

上述め如くクぺロユによる拍訟は止騨ヲ為い

酸性<f行えるので‘つロトアクチ乙ウム. 氷7"

~y -=二ヤム(h持挟13利用不きょう.

31. TBP (t y.. b u.t~ I Fhos~ll<ite) liC 

よる Eyグ)今画E平{街

、凍研)0詩文芸ムー・東}L之助

ZrのTBP-硝離苓キグ3令配平脅五司君l民し

むの TsI-'抽お快措ヒ拍温良九の乎街良軟毛

推定し1乙またアβp~ニ他♂ジニ賎ヱスチ/).と

の比験も行つj乙

Zr}ま9!iZγグ)traL<?.Y を閉じ巴 ι"'-Ylier 

fyeι 夜(;foX./ρ，-:;-11 のca;γ，"ey 主主和え
た場令lごついて好った，

TBPその化広岡亘化炭素中l之Zt?ψlて希釈

Lたもれを用いたー簡の事号車剣士:Z， 5， )0 

~グlT !3 P濃度不行い お "c反ぴ/0"('守。



ピ 1::::於て， /"-/0門E両政港*:J::d'メヲ践僚軟
を測定したe

下BP艮なT門)( tti prρPl I f7Ilosp}1，i，te.) 

アρPにt(ioじり/?ho.5fJ，ω為〉でほ何れも硝

酸濃養グ¥増大ヒ共に令胃集散ti:土曜大守るコまた

リ〉臣民エスT)~C内ア 4 キ il鎖M.もそそくなる涯太君主

訟をr~安保教が?専られるみ

玄Yグ)抽古:.'E主

.2:)'4+ 十ヂ1N03- 十例 T同2
、ι唱) lt{.手) {0)'8 ) 

手き Zr~N03)I/( (TBP)勿11. or3 ) 

ヒ事えるヒ

下二 (玄yCND3)札(下"i3P)州〕
=一一…ー……………川崎一岨
(2:1) CN 03)引 (TBPJ仇

_ 1<d. 
(¥¥10.3)>1. (下βp)骨1

T I3 Þ 結受~JtてF哨騰東度在4をえた場合0!fI酪

係数)ヤ(ヒ，硝酸波書室一足でr<TBP;:濃度主張え

た場令の k1..よD"&Y 1ま玄y(N03)4 (TBP 

んの形本TI3Pl之拍也される p ぇ.1OCI::::Eモけ
る乙のlit~の平衡定教Llc ß:

1<'(23"ι)=之 '--(fX/OO

の佐左衛乙

32. TアAを岡いるP匂y一戸、「奈の海楳

抽出守障に肉する検討

d~北大ー王室〉 銭太i主~・

07:1日藤重目周

9D'sr -.901'の令融については撞々 の古法古て

あるが¥抽也分離の報告は少ぽく 1 わすlかl之

アアベメー TMMJfLZJμωyυιcetバ〉

によるYの抽出の報告伏あるのみで立 Sγ のさ挙

前)て対する研究欧、あまbされでいう:し、 e でと

でT本E汗究ャ1ま TTA 1之よる Sγ 反ぴYの抽出

ー24-

1乙掬する撞?の致後検討吃;守い とれらの結悪

主主主|ごして 兼造街牛を求めで‘ ?o，sr_96iY0 

窓担i本令艇を舎内外たと三ろ. 両者主主金時枇

し令躍する二と於記号長たのと予報告するd 治法と

して1式特)ご断Dるごさ照り演のをt1くで:ある.-0

決ロート1:9セr~9t:..γ5えは円Sr 守く落~~ (0.. 

O. / dlC. ì 反ぴ議街本史漫 )2必尽に~L" て抱

{本専を添加し *1二で全容;.$押d lc:する，と
れ1:::TTJ1を尉童潜壊l二Y容解L舛%のj震度ι社
るもの2η，1sJz..加えi 之今向-m.o混ぜた後『両

祖を建1/~今融し有械槙lま1.12乾溜の世是 正ト

付方そ7 ユタ -~β計数し‘~\層lま pH を測註す

る. 生づ o.II'1TTA-βf!41Eeタl-e， 可:拍泊した

とこ乃 一回r[>抽出によDγがI"Hb '" 5'で:

93"'9と?ずら拍t，されたが. .s了}式会く抽出さ

れす官拘る.Lかしれ居}ご t1el干附?L&.R， メce-

~ク1邑， /)/')X(}ale専を蒋有u¥..て氷層グ〉独食

を主をえて胡:t，Lてみると b山支a7Le凍捌の

t号令とは Yt.買Z氏、;;!yも拍立;さi!'L. Syの拍匙
撃はよろ・oXa.t;<e.3:初日置基増すと増加して 4

?fU;_初百の場令1ごli.pHタ''-'/ Iマ9(s .-v、
984，; ~ある. :R.濯々 の本喋グlTTA滞気

l之行いて梯すしと乞ころ He"Xo'ne及み山rF

伽 t〆ωkle 専寄は SrボタD桝叫胡JI'，
可能で最靖rH戎iまあまり差ぷ-G:くわ-v'lち
ある。

以上初結果巴茎すいて 9t'，sy _ 9oyの双方

主無限体分雛す創最iF法主、組み笑際1-::この課

i巾i去i二よP 相訪〉で持者手主主，合擁玲宝島家るさとを

認め在。

33. 檀マ0)有終践1置を合古7.)(ネ7寺中北I)Y

ータcの，でき裂、抽島守陸l二ついて

L金太理)0:;)ミ可司歓喜そ、.，苛島拓?令
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(ヨ的〕 濯々 の有拭働昆をふくむお売中|ご

寿在する 90，sy (Poy)から 90 y を簡単!こ令

融することlヰ例えはいイ寸〉主換掛目旨調三ふる

渚議長夜中グ)戸Syを定宣する方法としてもゴミt万

本あ!i. 一方二れわ蒋疑ゃれらの塔様拾応分館

に掲しでは未定報告されていないので‘時こク

ヱ〉践守 Zュウ酸塩を舎-t港湾そからのTTA-

HeXo'1Le， TTAーぺ〉ゼ〉による議事抽む

を試みた結果を報告する a

{治主主J. 9'官γくc"y)小説射平街lコある

R.I (1，崎践諸島?更をt:fTIfl.:Z '7;，f 1:::約 j万Cf1'n

主会<tょっk調製し これを上記塩般客受¥ク

三〉穫ア〉モ己中フム:5-%(0.)91'1)， ムュウ

識ア〉モニウム (J.zsl1) t:_塩酸およびアユt

-ア尋えてí-~vHIご調節したもののご子相dt之当日え

をものを永指i之耳元D、 ρ.ρご)，M-TTパ-;/色-

XO?lε または ρ~{?5"門7TAーベ;〉ぜシの之

部 rを有識抱に取且 みよ封局斗中電:S，ノ方周報D
まぜて後.丙4習をわl土 それぞれ.:f_上と向島積

伊水羽左有糊Bマ洗練鉄各本位蒸楚乾国して

計数し全体としての抽也率を求め またそれぞ

れ1てr)L¥てHq_yjeJ，，!<)tを求めてその放射
化掌的純度を求必た.

〈績悪〕 ヰ歯宣二1=肉する結果険 9'Sr(PoγJ 

立ついて

クェユ酸埠準決ヤから

o.osl、1TTA-B o.os/'1TTA-抗

抽出小宅金まる rt1 7 7 

高骨劫11::，犀訴すrH Jそ O.~?:5 d' 

最高抽出になけるIfータo 7c;"lら

吾被福中組員t l，sy-fo 33後・

!f?ゲ。

之/'Yc

シュry酸塩本?夜中から

ac:さ>I1TTIi-s o.tJS!fTT!t-!I 

拍注:の始まGpH lf :s 

表高併由忠孝ε.:J，:すpけ

iJt'S NTTii -/3 ιC511T7i什H

9 円
/ 

衰}鞘由出におけるH-ーアρ /6予{， <Y/件

有税担中控訴え l;>y-，7'o /7% ..<4't 

以上のように令D たにIT-:>た面持筏j藍d、存在

の土場合わよ..:>)三 Si--90， とYータρ をTTJI

ーペシゼ〉によって定金に令離マミないのみ公

らず、TTA-fleX(YìI~三 iてよつでも )';;0% 拍t二

三首l~いことカ~81l古\にそ主った。

34. )セキ)~アゼト〉によるわ巧〉の抽出

をト耀

〈官官大{ヒ研J 翌十ぷ温信

・四ik:iE之

で7ラ〉をア七チjレアセト-tートヒしで摘忠?J

魁ーする際(jl糸件につを礁十し 鮒製生糸糊

よぴトリウム七ウヲ〉のそ7離をi守司た占

千円〉め定量にI:Jロ夕、〉高野跡およびアセ十

lレアセト〉ミ主主向いた。 ア--¥Z4-ルア〆l2~ ~主主に

〆ついては定量条件も併ぜで模釘L宿泊弘、方法て7

あること忍曜かめで利用した&すゐごわちわヲ;

のアセチル p~ トネ rトを商略ア、チ ILτ:拍車し，

その.]60"'3D S ?JL.At1の眼i沢を利用Lで主主E

定費する.

ウラ〉のアゼチ!~アセトネートをクロロ;M

ムあるいは踊酸フ、チJ~ だ抽出する榛小堀tため

rH)む~フ創造当廷であるが¥ このrH域は塩
の存在， f訪問 の九苛日夜どにみつでをイヒする。

アセチ;iアセトユ?械が悔い勧ラ〉の抽出牟

)ま i弘く~るが，約SC骨d め3先立2たより 5:00付

梶患のわラ>~抽出す.Q際之ψ フフセチJl..ア.l;z

}.~. O.2"/v -c_PTA， /ρψ掻iヒナトり 1うム

ノヌ/1 7よりクロロホ}~ム (.2><ノρ イ S帽1..1)可:抽

出するとァocJo 以上のvラユがクロロホルム層
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に諮る蹄fï，~7"+1~抽出さは.3EL化ナトリりム 定した温

(7) f{:: D 1;: i=.D了ペ ヒき霊のウ I~.: ¥)ムま置を方自え

ると わヲ〉五日事定量的!と担d:Jすることが、ち:さ

~" 

上~抽也事長件マ 現金核分裂佳火物か均+フヲ

:主抽出分踏i定二農民 育損洛採層ct多るI5射能

!ま/;;:-4以下方あD またトリクムとの今離てF

lま有?ぬ苦手咲肩r=移るトりりムは 1，φ以下電:箔ん

ど宅金に守離マミる.

35. 過すウネチウム畿の陰{オエ女換

、噴火教養) ノi、島益生・

。訟浦ニ郎

1因子クネチウム践の底{寸シ調描l之対する岐

畠性を要る般本堤についで/号、ソチ法、によPしら

ヘミた組員ラク~4-わム駿の践イ寸 L 対英lま椛

践型あるいは塩素型納肱対LCi持基殺で:ある

がー 硝殴li< l~'過1m.誌銭~樹脂l三主ずして 1;;[. I f:血

ーI(函臆[オ〉女挟ボ仔われる.前者において

は /偶-/佃墜すすシ女4央に、さらに但の組

程による喰議ぷ{す1まれているとなえEア後右の

結果れら得られた If田ー11商交換の寄与を差引

くと.今配係数。へ対妻女 ~a μ ぽ糊政マあ

る酸の3合量に叶uケ~肉i糸マあることお認めら

れる‘ 一語アミ I~ ? Jl.コーんによる主晶子クえテ

ウム髄d守由主:)て.J:よけるをJ'iie与と. ~主{寸::-3ì'換

吸着|てよる過すクネ少子7ム践の令陀係数以ι
lま 7f<祁j)践の穂主面之よる依存，陸ぷl司株で;;!f，る

ごれはアミ JL ア JL コ -I~ と職 f 寸 L との公告

性イ寸〉ヵマ健相由t;l:.の対牽をえJちするもの方、

陰{寸-"矢接吸着と対比うとねるd 海尉拙 ~ßjま

イオ;女換4反着との ~J過程から 通=テクネ千¥;7

ム践lま'レくとも右塩竣f草炭中からは vu:慣の

Td)4- 七しで地出または吸肴されるものヒ姓

36. )レ-=r=-ウムの海域抽配， ¥芳一線)

ヱ.，三ぴ〉ユト口、I(乙合物)::ふるIL手=

そ7ム 0~自主について

L名ヱ試)0田中古左右・甲田善生

コJ"nトの沈澱試薬として知られている 1-
=トロ 'y-;<ーナフトーIL，之一=トロ '1-1 

ーナフトール 0ーニトロ'Y¥.，ゾ、)L~_~モ f式十

jLtヱー7}[.-1ま コペILト心。トの壷金星ιも化合
物語E生ずるこじもI~' 知われてj;;D )ーニトロソ

-z-ナウトー Ilによるノvラヂヤムゲ1光電比色

失望与えj あるいは河口)..1::../-'=同 V で

Z ーナフトー!~ !このわ令物め抽出lZJ屯T報告::silt

て¥_¥る.)1-ナ吋ム¥:::0いでは=トロ、ノfヒ倒旬

。)~つきある jノーェトロソチメチ)~7ユリ J3)

が有邑{と令拘を生すること古'¥.C-'"γμhヰiごよ

〆って捜討さnIL:テ=ヤムの吸光定量i之JJI:l同ミ
れている.一方. ~攻守宇品注風物ゐぐら)!.-'テエウム

を分離するか玄ヒしで蒸留法 i寸L対集法}J'-'

I¥く知われてあ及 また拍記号7融主主としてはヂ

ヲエユ)~4-寸荻棄による抽出法4iが事長告されて

いる

lt :テェや7ム依連マの資蚊試棄と有色化合物左

生ずるがー二れらのうちヱトロ、ノ化合物小代哀

例ヒしで上記のささ化色物点よぴ夕、、J ベ~'Qン芝jま

ひ:漣抑有松115喋1:::よる生成特例自¥lY守勝主

を按討した.

非b支局す性め)~;テこうム1亙はjレテ=ヤムレ v ド。

主週マニ均つ峨守 1)~ラムー就職、 IN) 蒸留ゑ

1::よって四F菱化)~:テ三y?ムιじて々々一硝酸審

決中lご回収L ~令時タ量グ)頬離例〈素 7)<:を初え

4ρ ぞ lご地rr昆して生九する深ネ包グ7石、部理主)~ヲz

ウム ~I器提在訊料ーとしたら扶射性iLす-ニわムの獣
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料ま購入し た放射性=トロ主)~ 止すこかムL然

担体il=ila体としてJ!..テ=わムレt トいを添加し

悶じく蒸留後 遺融持ム氷:t永を加えて加温し

放射性硝賎)~ラ=Vフム溶点在得た

抽出1::'1ま;(pμ 患の失栓1寸試験J苦在用L¥ 孝夫

科JLチこウムi公民有械試薬')¥;3答j穂、首琢載寄生

の万五。一門溶液)，繕側海純右目えてj昆

令水泳上で加然する.羽黒後妻女令すると著し

い墨色小.ふるいはH音色の?史澱抗生成するが・

さらiさ/0令肉声君、したのち冷却し I公美と苓重

の海媒丞加えて J勺向激しく誌とうする.戒を

遠山分離したのち両相から 1cι 亮の領;科をか

ヲス閥9-判てと弓で蒸発乾燥し扶貯能主f則定

する.測定!こは梓新製C<::示lヴカわ〉ター圭用いた

-ìう試紺〕唱えニスペクト)~を島津枕峨計

墨田いで測えした。

J 一三ニト旬、ノー之ーナフトールヒ)~ヲ z やフム

グ硝藤垣本堤l蟻倒jの腕下に力日終するヒ暗

褐色グJお溺を生氏する.この次、瀬は通常1))有識

洛喋にた々 寸く海僻し，丈澱を含:t総徒主;_""-三千

、1> あるいは暗霊長ヱチ)~ーアミルア J~ コー jレの

よろな有択港楳ヒふりま-!t'il'llま溶議祖国自おさ

れる.

。ーヱトロ、ノレゾ、ルシユモノメナ J~ ェーヂ)~

iまILラェウふの硝政士昆と及品して青、褐色の永3容

栓fヒ令拘在住三じ， このものも六六、ノ〉に車場/2:

抽出されるゆ

硝~部知\らよ次上の三試筆主用いて抽出を行

うl:ì'~い iては分配係数1ま /tí-補陣竣校治夫ミて

最小値五ヒるがー街路、農産の増加ヒヒも!と静六華

)靖色しカ燃しでも善色開立))jL毛主し¥ま佐

水海突の ]7HとそJ'V!迄埠数台よぴ寵々 の溶議によ

るJL:テェモ7ムめ抽出年五求めをd

37. アタチエドのト Lーサー化写的研究

〈キI~嶺J

硝践によるネフJ¥yユヤムリV)r})蛾イム

，席研)0石森1曽太frB・ヤ村永子

ネフ。Iy:::ウム¥..1V) およなlVlを含む IN補
職f./(j(lψTsPU、Dまぜる.

有拠唇iコま華最otl..，;z_し新しい硝自主左右HえてA.
クヲ、ンフ笠司叫するι ル{l:;t;欠司って大さくtJ:
ってゆき誕iこ一定!直!之党づ、<. }<.，{の~ィヒ1ま

υ)  :大マ表わせる.

(' /'.1. Vj'n吋(1十/<.tlつ→ιキ
1<on=刊一一一一一..-……叫ー………一一

(1くvtV)?"l (/寸ドb(V)-'1'1. 十

kトえlり吟叶 1(1寸kd_IVr"'(1 

(iJ5771J子UMlpqzllJ
Zこに l'CL匁: 何者自のコミクラフ、、iこ対する

VoL伎

kti1V: N p(IVJず)kd. 
ド，(V.: NfCVJ め kPl
iC : 最初の務次中て~ O) 

{ Nr，lv/NrCVJ }~る比/ NrCVJ i 

伶主 斗~回スクラブ守{尋られた水溶液主新

しい下沼ドマ:スクラプ、してゆくとi'Jr(VJI亡対

する一定のゆ(を建るはいたる也 にバlま/:<)甘く

)てよ D1そイヒする.

}くん[=
M1VKU十kd_'V)寸 L十同CV

tc (/十 kc{iV jーフt十

に/-Jドd..りー1[

d 十/<d.V)→ι 
(.z ) 

一定の kt{在三氏す両フラク主ョLは それぞ

れ アTA~ ~釦臭事F実力リウム1J~訟、)て対寸る

イヒ管反応l乙よみて Nr(iV)およ[f(V)とすると

と抗出来るー

(1 )弐島、よぴ(之》夫、て，.わお\るようは • 1く，すE主



的ち Np(/V)と(VJ(内上じを上述、グコスクヲヒ:、〉ク、

でて求めQことがで7きる"tえつで 3N街路亘書失

分泌製する二 !::.I之よ~，.c匙る Np l!V)め践(t.をに

症の~i乙を追'-~L研史 LJt

38. 1l11!nO¥於口=ニウムの存在について
t京大数装) 松商=郎

/(:，-/01'1桂Atj)ネ:')'コエウム dV)のメチ JJ...，

f '} 70，ロヒ¥)JLクト ~lご対する抽出I<Ì， t青酸，塩.

政栄予言古¥らマ;)式 I ''V;' N i/!濃度の肉でほぼン

定方d'()0/'.程度不必る。とれl之強醐ヒ剤創Rえ

ー27ー

の反応によD太聾のzJちVp水生成するー之汐

IVp I志半減期2"，33日τi(8倒壊して .:<3'9Pt-l JZ{I 

るぷ住成量が月， )キ|之比し大なる花Jb， ;:r‘R 

YヤのとくlZ:9::l1.寿命技撞封民うi号令|ま予め2S9/Vp

圭迅速舷対立古川崎切る.本報告は

N心型の陰。f寸ユ3と梗樹脂による::?3?Npと

戸， P (/)分離王女|乞勺いで境討L 更に Npと問

L、、く 77 チュドt ヲé~1亡」去する P<'1.， H. 主主よ

C~' lJグ) 1'/ 0占型F主 i 寸ュ~，換樹脂l二主十す答行

動1:::0いて35反する，

(~噴〕

るu由注L率lま殆ヒ 0ヒなるが¥遇政j乙ネ素を相 1 ) カラム去による.z3~ヤf ~ fi尺れ守

えると 主主ち;抽E傘、ttif"otfQに回復する， 融ー

4お古~.$lま抑える械化測の濃度lこよI)~るごè.

五実験的!こ確めたのでt 弘りりム¥.IV) JQ 7./ 

草クロム蛾 lc.yγ工)を問いてホ。口=ウムの
晶澱{ヒ吠態の横{に護主{主.~決定しようと試みと。

海次すにおけるi寝虻三時Lた/K"ロ=ニウム，，'VI)の

溶存状態)ごタすして 二d対守口=-'(フムの略化佐行Z

i<3: /. 5'才Jルト k推定LI之島之の値j会、木。ロェウ

ムρ陽極殿fじわ盈(立の測定佳ぞ え )0foの4

偶J)酸化.#1a'-.た出盆の浴飛が遊陳され恐い事曳

と一致する。 6慣の~マロニウムの税制tする

には 之/0んより長寿命</l間色体lごついて一行

うべきととを持論した，

39. NOJ型陰f寸〉茂樹閉包によるネ 7・

、y=- わム乞核S~生li'<J句(j)令維につい

て

()豪研〕 市川富士夫

〔目的〕 そ7ラユの然!ヤ性手域社町司王しては

2.3SUの按併せにより生ずるr/二、")，O"C'-?"1- f/lt;ー
んCZO くF.F')の他iご.
~ヨハ β.0 z1タ

23d'-v， )t ((J 2ゴγ甘えよ内 M 勺Vf

才 ~K-/ の No， /6JL( 沖性手京グ2 × /pL

/c.柑l~/ε6ι) Iτ基いて之時間咋性寺照酌した

給踏切コ;'v;;: C""J (17 / O""J )主INJffj"践z
?/，s IごI容解、数骨7の寸フスつ IL1:ご・シ職またはヒ
ドh キ主 J~ ァミ〉五加えで還況検，~発敵国し

氏、査をヌ州市佐官レ.flコ漁高平して子砂C""Ict

Zん().?~ì./7LJ をfす勺1之/I/cJ3聖 lコ"t>>.e.χ I (X 2'， 

10(; ...__之 tJOクノ'1.0:d..)1嚇 'x4''''lカヲム1<:通，:t.

可ヲムをヌt;;N荷織とρ骨t1可兆縛する つい

ちて0.7tV硝酸主遁Ai.1ま吸着さil1ていた2.39Np占t

i辱離す吾、地みずh 心ん夕刊，-.0(1F't，~ι 

勾./vr 向竹j，.ePI )Zd: !)各フヲク 5ヨ〉
の r品里え吋フト)~を調、た持JJ. ヌ.cN梢E換の

ヴラク主ョンにはおろY?の存なれ全く拠めわれ

ず 改ア Jゲ石布陣~dラフラクよヲユ!こ\"J:.F-'， 戸、 lま-7'S

んどなく Z♀9!Vpの典型的伝スマタト;rゐ'l:JAち

il1ιヰ法!之たいで還元操作主符わす¥ または。
Z孔粧lてより遣え(N/.)は4Hlnι迄えられる)

または 硫践占トエヒリわム12よる職fi!- ~Nflま

d佃と老えられる 3を符勺た渇合iま ;:sN硝

破l三ょっ N'pの全部またはー部伏坑おするo



-2δ一

之) /.;;.'"':，チ法によるiV03型樹瑞と帰後12

iblナる Np の k(J人即刻~

jこ記o方法~分離したz3号Vp "t同し\墳職港

漢でアス，:J~ヒ、:..jt!定またはヒレロ共;..JL.アそ二

可:::-jJi処理したものについで. ρ.53のMD与を
ρDU/喧χ/之ご「骨ιfI/!O.I.v/s-N硝践を右目え
:<4時間放置Lで，務総農度による j吋の主化圭

調、1乙その結果は [町れの場令も哨殿濃度が

? ......./C>N¥コ主いて kd直loR鷺弘烹/03の
d今らノL 乞示し /，v!1A'ホル{の勾配は十25

てF増加し /oN 以上可:急敬三津夫少する.j:"J主

d3衛定によれ|宏、硝践で':.?4時期処理した

んw.~χ 10長換容量lZI;t~是fυ永容し\

3) IV内巡樹防)::卦する丁六 Pa.およ

lXすれ行動

T-R.グ〕中，性手照射により生ずるお主防および1

.?.!1~lJ の鱒五費生点拘γX，主それぞれ Pa 及む‘

Tft.グヲトレーサーとして用い，前と周知乞して

NOa 雪~ 1/01.1.比一)G /と及/ ¥..1グバ硝酸にお

jナる怜/.-ti.;測定したと.llX I の]'.tはcP'...../0 

N本最~li直鵠し Nfl と間 l略J~五示す出

~iJ3fc， I玄フ弓スグ)勾ttマ増加し、何れも羨高l宣lま

ノ〆(/)仏c>l.ιτでであるd ずはl<di憎めで.)、

さく寺実上回友聾され{l::い‘

〈持集〕

!) Np Iま又タNJiIi践:を採決マ錦陰fす3乏

作る拭百反i:>:，'戸.p，tまf下'"ない故l之Nら型

詮1 オ~3i::損法)之より、 中佐照射した匂ヲ〉よ

D <39Npを令離する三ヒボマミ.Q.

z) NpのN03 主音イ寸:;(/可形についでは

吸収スマクト IL;専の次史的すーターが得られな

いが‘ ご「加のNr古宮寄与するも小ヒ措史主れる、

3) 刀')(， および、za?らも N03錯イオ〉
玄形AL、 N03笠主主4オユ交換樹海jz:p長遣され

る. 刀、は殆/υと;'，買暑され忍;いτ 二dコ差怠制問し

でひかよっlJX，の分おむす苛慌で:ふるみ

40. 問イオL苛按掛R旨1亡よる二トトリウム同

{主体。ii寸〉ま接平前

l治大・王室) 0大;龍{こ泡

• t:e.1包1き武・山崎ー童生

16]位体の令融故現今広い奇野にわたって地b

て墜零弘、隷里震とる:勺ておD でか目的の為lごい

みいろのちまが持、問されで求丸イす〉安換を

用い各分荷彦主|ま長:ad0で有用なものと巻えられる

おそれlZ掬する充分な研鬼|ままft家されτいな
い‘ーか啄?た中小詩竜牟の再定(/:J合長損小運J天係

数l之-;gるしい影響を与える争が勿1られているが

それ!と肉する詫Ilfjも未たさ昆今と除去え公L¥， 

我々 lお主々の割合めユ?ノ-Il古水炉J見合

加熱I~C:d'J NCl.z3 t Ncr.<4とのi暫又係敬老壇せ

の塩禁煙妥ひ、植マの然橋美の樹惜主同いて測tえ

し 阿佐1泰守融仁関する基礎智識主得るととも

¥=: (オ:対受平衡の基涜伊豆請の導¥に汁する奇I

D守主提出ベとんι試λI三
世両手j要はj盈fヒナトリウム j昔n~ld:N♂占部

νowe.χ so-XJ. x4. xll， lQ '{fX/Zó~' 

向いられた。汝脅す往NC~24-1ま科弓読むWt7lザイ

クロトロLによ D1下われた.7 11.コー)~ ，寮l員iま

C‘ Jき0， 34， CO 良G"'74 Vol. ι/0溝Fそが

電得意:決慢ヒしで広0.6I門C.i r寸良吉 j 

jづれ用いられたー失棋はべ、リチままでfTわれた.

迂択係数}ぐ =(.l¥Ia.2?:) (N'e4 )/，N(t4) 

(Nι23) :h~ヰてわられた u こ 3 マえ ) Iま?総提1目

中1>(寸L決j量 じ )1ま糊i131 (}l 咋のイ耳「

〉のミりモ/[..敬之;r，すe γ の値 i去十 1:喪 r::~

守に iSOPi召st;c. ?Itetれ O~(_ によD樹結中



のi窓挟わ今市五測定し いくつかの仮定めも k

)::樹陪中の議Jを設を計事し‘〉欠の実戦式色提li;，

l J;!:.即ち

jcq k=fWJI-b jF-l--L1 
d 、j):;o/Jl ρ.，eSji，j

トG

二ござどZ.b， 浸かとはいつ・れもある定数本

初lま溶決指中の塩のと}~~農民聖 . DSoI7l-. )受ぴ

Dr釘 7っし )8;それぞ'ß1)~資中lQ.ぴ樹脂中の捻庖

奪マある。

そト 手ミ

写R

}(" 

/.004 

20 /.{)oi? 

34 /. c' 3 ? 
50 /.()()!i 

74 1).946 

。 /.ρ27 

20 1.05宇

、14 /.06守

ご7ρ j， C' / 0 

/'4 (1.94吉

一 一ρ j. {) 19 

20 1. {)4.f 

34 /.0吉5

さ，0 1. c3 6， 

/4 0.9/9 
守

。 0.9.? 7 

二子。 1. c) 3 J 

34 ;.056 

ご~D 1. cz3 

74- '̂. ，/.3 3 

士。-x&-

" 

" 
υ'oweX5r.-X/2 

， 
: '/ 

i主oU_、exsc-又i
， ， 

。
之 ρ

， ， 

，̂ 

ρ。凶巴X5(.:-xlt 

ι 

ハ吋
12
 

。
/‘ 0-<'9 

之 tJ <? 9 92 

3牛 t/. 935' 

50 t/.990 

'74 '/.OZ5 

一一一。 /.0 c> / 

ニ<0 {}.9!i5 

34- (). 944 

-CtJ 0.979 

74~ 1.0 z7 
一一

一一一11つ(ljaζc淳、

掛 HE??JIllf授 1('
一…一一……一回一一…ー…一一…“一一一_........一一一一一一

Do/))色，x.a'-)(8' 0 1% ~、30

え o c>.it6之

.34 0.95.3 
+ と，0 1. I 5 Z 

'_'.k"_"記事-=!-:::;.=:;::;:::;:，，~.，::;;，::;::=~，;;:..-=.;;;:;:::::.::r.::宮古田:.. :-:;~-:::=;:::.:!-:..!~::!'t;!'::!~;:~"_'.':.-:;:'~.~=.='!~'~';:;'~:;!"I:::::: 

[)叫巳~XSO拭/2 0 1. {)4 2 

;? 0 tUt占-3

34  0. '7ζ4 

"，-C' C~ 守 ζ .3

41. {オ二女換樹暗にi矢る持主主目走車の令

r1!I. 
¥吉宮大・ヱ初〉 岡田泉三

・百五 lllit・0吉宗」宗一郎

カ+寸〉矢喚掛Pt13 とクヱ〉澱Y役員~問いる稀

対抗棄の分離iごろいでは SyEdd{{413 Ehtト

taDくわLt ¥研定在行っているが.若君専はと



れ乏改良して銘石専より得た持主類足号¥V)混合

物品、}コメ/gJJ" ./Z.IYU.- -e.ル.~a をトりウムに

勺いては主生に定量白iこ守雄也司王るt条件を毘息

したa 角Tカt、今回一般に r)1簸 ~~l でL\る義主損元主

主iはトりかムj受[~、それに由来する放射性問i宝込

棄を多少とも金んち:いてそれ自寄れ弱い放射能

左管ぴでいて撒謁iJ:'玖射能のぬAシばQ.，Z とし

て用いるの):::.1.菌LなL¥，ぞ三で7上詑の-sr総法乏

モナFぐ鉱より得た稀主二類現制匂に通四 Ll. T;え

毘 0~容椅主こ類量二棄を介融 L その'A浸芯悼数射

散をきj-，コで.ごの方法て?得た了ハ， 人μιι.cμι， 

Ntl 運専子右紋Y.(化ιj空玄品的7仇みQぽJらr
説持可τ7棋謁S放母射す首能包の斗マyマ-ヒしで先守{使安

用し得る宇圭認めfた之乙d 

〉欠1之得られlと荷主頬え皐在キマ 1).)マーとして

用いで平宮、守終生氏物のイ才:..'9:'換にf女る~離を

行いf長いエネIL守、ーのs枚肘?生問位元案マある

?コザiJ47の令離の状態主撲きしたョ

〈義母更〕 んW-0xSt')(?;5-0"'-'/均押1ιぷ

の蓋径4.0句 t 義さご，0';;タρ のウヲムを7":"モ
=ア聖に諦獲しでモナ!f、河トよ 91'辱e袴土類酪

{ヒ拘/ρ，OCO~ を塩路!と洛僻して勺ラムの

トvア012:0.反暑さ三也0_/モjしのクエン践:容次乏濃

ア〉モユ寸コ)Kて!， pHを調簡したものむ7深離主行

い約)~づ、">(1)フラフ i ョ >1こそ5" 1ナで碍罰金と塩

践を刻、で )'11;?Sρ ヒtで移瞬温上して:史書立

法 n匂脱却lで銭。尚としで liL.EZひl稀土

頼主1.El月以IIと.建二づ.rH :3-c-(守Thのみが本
忠し J宍1-=pH 0_4 ()で7 えec<--/)_~ 々ル悦

モィyι.dlのL叫ー--..'f----E:u. J31/l立州自

主j三邑D合じながら;完}aし，穴たそれらヒ鬼笠
仁令耀lで似のみが洛出したう宍セ;pH0./0 

ιしで h 凶分離う~<<t続l\['C亡が各出する

学の後:pト1.6.C'("ιl ?: LCI_を発;i'，セセ土る， ご

の t~-:Iごして得~}'-， ft. ( 1と各 7ちク£ョンよDの略作

物小ら 3'::'骨Uづ、訴':._..-パ':'"A~ 摂上 lL マウ〉トし

てとrM!Jセフ〉ク-r._e正門一13之Jι木、スフロ日

之 iY刀ウニタ.-~~人反7;:(3汝射台をさ~;関J .ltuと附

刊の部今1三強い政射能-1;'¥読められた以外は自

給十数とほとんと7切れまない憧を示すの3月あ

勺た普通市買]QCl)_稀土麺は菊い試射能主持ηて

芳りCe 'J:.目立鞍十'-';1μ/子 i二反ぷ帯以ある
が、乙1/'1.1之対して上記の括主翼天二和友先l今放射

it:!雪印l三、絶て7静止号号令:荻射能のキマリ〉マーヒし

てl建問立二来るヒ思はれるP

受I=I.J，く Lて得た C色，Nd γ の酪似体

パリモ IL ブ、つを約3与を径通L1と才女~製生pz

拘ヒキマu，ヤーとして守口、'. ".6h以以 50の邑
f壬メoωL毛主ミ::6'0旬'11 1))カラムJLps善三辻

c>..1モJt;ク工〉戯'"f'H老先の如く調節Lなが

らお離しで名キャリマーを完全に分離させた.

Cεノ'4.4 p:'17 γ91が実芝生I'C:々 離され、
両〆司土JVd..の都知ご集められでいた。

42. 主主ア}~勺リ金患小[オ:交換樹摘l二よ

る令離

L最大担)右橘准義.ff泰永太}部

-内藤井忌ニ・ u/hLl-¥隠夫

主海アルカリ金星の守離定量に〆コ¥_¥τl式接与

さに石橋一石原石橋ー一原図』厄橘-}京

芸春ゎ史理雪宵量量霊法 ス吋クト1[，;者.比を法苓

瓜ふる.，費者等1立今回O"/，κ'1.;， J37C去をトレ

ーサーとLでぺす〉変換樹脂によるー今守離の

可能4生封号すしほ~'前期の結果生三得た0)可報

告する

1) )<0とC;:;-rt>相互4J離

樹指として体 υDIJ，)-eXS:o_ 之内~利。メ

w L，;容融制としてHC立を問l.¥，の陣。埋iiJt



的条件を川、、γナ忠告;らぴl之力ラム法jコょっと犠

討した。

すなわらノト，今まで~Iël:. O. / "2.0 N J-/ CQ 

i春夫中t:;hlナる貼 ιc.，sグ)Jij"布宝従来ibぞ

れらの比をとって令鮭の百毎としtc:。せの持某

J島愛;濃度古ずまい程よく勾前達されるzιが予想

tl:.来た.

っさに右ラムまちは ゆと C;s(7)単独J各種

直鴇在Lートメータ一仁よって自動託銀し j容

忠位置じ曲線小状銭を権討l1之溶:trtr:量は

ぺ、、ヲづ冷却ごよ勺で予想した如〈 塩田義の濃度が

きまい裡それらの帥宣告別式似て分離にす砲事あ

る封.lill棋の巾-b~、拡がD 込I(}可島三は{色く!J:.る

こkシポ守;:3.庁lTz..， RT， C$ の添加量が~く生よ

ると 溶韓首踊}Ji:皐く出て山(j)左右対狩~b~

uまいにえす";1'1.子イ 1);_夕、五ます， 1，>¥上の掻針
縫.令曜と埠する時市T色も者危¥z，̂，れて刀ラ

A 拭 SG?JI..x tP.6 <.骨l (.φ〉ゲ)埼令 j繍側

ρ'. S N J.JCR_ ~主連己主之()^'C. Zs骨 I.i/明lA..，しさi

健々在?すえ降、よい二と唱え令唱j乙本調こよって

?7rlj ;.そbC.Jl..， p.f?タt9csdを定量的に

今離しf専k

2) C!Jのミ界離曲掠1::民ぽすf也アIf守リ金

息小事響~離実載にJ二いで 尺v cβ め添加

霊力υ辞すと 祖乏の溶lt也置以前}之巴る現象カ世

話E占)hillt三のマ ト L-サー量の C~ 1"2:ついで

専毛1しの N~+. 1<て 尺I:>T，NH4 T 亙実脅し

てそれで"~l j)港a:;位置と (!.;:;の溶離曲、掠lこ反

lま吉署管乏検討L1乞仙.-t (3かL~) 1ま447111

よ960'7l1.fの向巳ま，て C;:;の洛敵曲欄三|立膨

響はない • /VH~ (3/引J)はS4骨t)i_よD
J'S 1l〆dの向!とおでoのj器融ど影響lまない。

1<十 ...4.ι4例 J)I土タ之ゾ以'ムD14?知Jの向r-

!f!，て C;:; O);~王立二位置を(1手占ヘる 尺t ('/0の'o)
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は/ι、。のu!.!以後|乙出てに十よ Pも患に C;;;(JJ

J落乱位置主早れるる上記ィオニ古X':I;さなする場合

iま CJSi})担体主加えた場合と票つで潜離曲

持iま左ゐ対林j診を1黒つー

以上(/1基礎U主己主勺たi講堂毒戸I'Csぷfa融

小結果lご勺さ報告する.

43. 陽f寸〉交換掛脂lごよる無担悠硫重度k

リユ践の勾融

L涼研) 'OIJ主事ミ;合・山口チ鶴寺

3告は問知ず)掠l二3"CL ("11川3!::;:;;の按長

広三1さより製造」されるが‘この隆副皮.tt:.の主e生
成物とLでは3:z.fh¥老えられる，セ?とマお々 は

窯担俸の 3S~ ~得るたれにりユ職ヒ硫略ヒを

ヲ:タニ形跡鉄責特け>-&:4実的詰泊三よ。

ゐ離する三とを試みた.

問l.¥tと樹脂栓lまけ形樹暗ダ河マイオン;;k-

1， ノoρ~之i?Oメ内三ュ 毘転童/手をf壬

CJ. 6， C4.川 干主主/0均しわ布ヲムi乙/コめ C:!; 

予'l(匂/グ'/vf〆〉塩ヒヲコタ〉海決民&塩化鉄

1-'.1 纏慰亘酸海~/S'7/J 阜でれでれ別々のカ

ラムl之乳し 青島之 10 勿d の蒸J留7.Ì\.þ-~託してヲ

ユタュ形反 L~執形ヒしたもの可:ある日滑走は

d 主抑〆/。ノ臼ら乙きてあった~予備実験じしで

怒控体.f/)37..p 玄pl-J之， 4.6 }Q.l/?の().IJ

仰昆イじアニモニ宇7ム議決ノρ引，j_に'A.ij"¥.Jニ述め

弓:タ〉形樹脂栓l三五した結果 pト11i').'.l...l:._尽

完全lご畷嘉されるととが‘わかっtteJKって主す!
I二誌の鮒践を用いよ之P'klJ.' 勾ポ単を~:::存

在する時lごついどのi乱入こ1その pHの影響，本突
濃尾の争奪乏調、 ポに既知:艮令試料を{京P最

適条件て?守陣左試みた，う告lt己決は求¥:提ゎ街全

?お1影中をの部1i.、 之規定)g醸';%tl:.部分d)三 -")1之P

i士それぞれl二キャリマーとしどり L 誠一ll¥t
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ア〉モエウム:謡史‘硫臓のー先輩乏加え

( rVfJ4-)門戸P04 βa_.*;S()4として放射
能を測定しtz:.自己頃収町終右散言しについ7の

掲E三l会使用Lた江戸照5・3穏と同量V'l-bのlご

ついと羽じ向付沈滞をi'R1).放射能を測定し比

島撲討l:色又3予毘[.('よ官の確認ι収率純

度lこ円いてはアルミ τこかム1てよる項収曲線反ひ、

損壊曲鶴戸ょったb ヲえフヲク主ヨ〉づしククー

により=琶の義主主肱線もヒった.

以上rj)結畏から，!l弓ユタ〉形樹司副主を用い

た才号令、 主之plまpH~以上不足生|て唄j富士~il1.

3s，sはpHl之関係なく克也，するがその沖三「外Ia:

E樹脂柱に碕るω(.:2)鉄形樹践を用いたI掛

Jヤ{;IpH 12:商係、なく主全r=吸着されるVモS

(JJSすらは樹君国主同突っT-e:.，4)既知1毘令試粋に
ついてのよ治離状泥泣:失の如くでtあった.

3札，~蹄7.ì 32p (ゲ，，) 主そ"$.('/t)

j疏>....~衆 r.... 1向/lf) 。
:紅儀釈llO柑 i1) 。 え守

.:zA/-flC:l(/o?，tJ ) 〆 c 4 

純 Z受 /00  /C;> 0 

44. 間{立主義稀択定量去による猿物中の掠

の定量

L京Jt太・珪j ~き*1三男

ある量の上t故射能鼠知r))試射性問i主え撃に放

射食A， 賓量門乙J乞未知量ど門.s)グ〕元署員を
告む誌科港衆iこ 生成物の勺陸北海易布、しか

も全克義宣よDそか合い限定されたある量(I'Jr) 

ヒ反応する白けの重グJ試若手、を加えて得た生氏物

在令サミ?の放射自主(Ae)を測定すれば、ペ亡Z

A.付'(1ぐjマL..i-nS)の肉畏から門ぶ之ヰとめ

ることが写きる. 三の問t江主素稀まえ足霊法iま間

色モ失希釈まι閉じ原理でてあるがえ霊位放射

能J週j是正三iナざさきるしいくつかの利点、があるF

本主主による描物仁子lU守の，}(銀の長室12:"'-コい

てはすで:ピヨj巴報告しIz..生物中に主主く主財〕令

まれでいるとι)ま明らかだ:あるが、その主動式

IJ;[んと，'0:dれていなし?のや材時涯のノ¥りカ

草を対象とし銀の主量を試みた.

植物件の軟式JJ({ヒ，E:らむC'銀の抽む濃縮のさ

い|て銀の損失の島三ら訟いとヒはすで;)てたしか

めたがそれに従って攻のようにした。すも:わち

嵐矛UUンカ草色巻勺 600 ð(' で:~盈量まだ~.Ril土しご

れlz:.//ラ4~ の厩矢口量を加え揃角酸処理，~お末

?制御や箇ま静注昂化ア〉モ〉で:虫色珪建議置を稀

硝酸にとかし売の可怒部と令し， pHをiま-s，'!5

にL1を後 ETTA;見込品目 デtチゾ、〉国企孟化*-毒抽

出をくりかえすー 3、、チゾ‘ム替を，~解し一史観賞

グ)誤;料7怒J売を解る，之、ぞ放射能をはか山民主手

左求める。抹用した仲室主えによる回収率隊長智子

とみられるが¥あι-c;:収奪のお書主力古可能で:恥る

から三三割合語家保を過当!ご筒略にした，ょっ

で収率jまギ3乞v.J/i、'":; 0外猛島ちあった.
試料i港資め一討をとり乙れ|乙含まれている!R

12対L下定量めγ+ゾ〉7年決を加えτ抽也しそ

のを責射能創封、れIeK、史小肉係王えよDそT叶直航者

まるd 別1'2:.1費用Lた訊主義炉ブづ〉クヒしご本

~~ぇl::よ 0&\食性易ィιアユモ〉中ψ 録。〕台高量左*'

&hlt.克に得正三分相直IJ汁し収若手公らぴにブヲ

〉ク補正をしで正しい(直ヒl1とその結果、)¥ 

W 力草のま民のを訟有量ヒしで嵐矛討句巴対しき王者百ぢ

|会 ().?or-r・r?1' 同じく茎告F不)'ao. / ~-?-r似
のイ直唱え‘得われた。

45. β縛¥じ丹後方散乱li.剥用した金忍の得科目

去の研~

L東北大金研)縮空HA・0;佃猷



弘
同
可

ヒェ
回

メf練め飽和日後方数合し係教が反射物演の原子香

'号1-=ょっと?異る佐賞五和問し:;;え令金の非保i襲

今芥f"'\ の応;舟~~すみた。 β線源七して ì'-90

(Sy -9ρ 〉 炉-3二2 乏用L¥これ専を鈴とキ

悶紙不つくった小さし1容器、1::>-..れて-)!R_.品:fF..;s主主

連環し試料J干lまfi;折涜に祖対す弓過のみ珂扱い

た於リエナレシ摂):::::程暑させて飲昔しβ織のみる

CT，Jマま十数j驚を用いて湖足するようiごL11::. (j-. 

門計数管ヒ総庫、ιの問l二|ま AJ吸収J鼠を入れた.
二のお記長Iてよっでフエロタ:グステン中のタシ

グスア〉皮ぴアルミ=ヲJ 銅信金守の銅の足量

主試みた持取寺除する J

46. 三、、jしゴエウム沖のハフユ子ァムの阿立元

薫漏l~0オ;\t法

1東北大・金百f) 夫妻子怠

E玄?y沖σ戸i!-/吟fi/の)足量1法去ιしでは古<1はま言蚕霊量主法支
による向主提芸定量法均hが州，，>'哨哨、宵叫向L正らコ北Wれ1異煎蜘従拘1吟止悦1育禿朽奇子於朽~~:涜i元t

款射y活古性イ化ヒを分T才材.咋斤法ウ於ff湾奇Lい、られているF 而し焦ら

分kii去ミL扶奇十μ〉去も表置そのイセ}J，¥一時自マタL¥

失点、がある。

J賀蓄はl司f江え3転手糧事R.0~昨?去を利用して Ey '9コ

グ)Hf d)定量ーを言むよ7之・

予備事民鞍ιして Hfめ標準滋次t!.O;(.3骨守
/叩d を各量とり こit1Ic:/Ntlf芝添加してあ

る喋芸春:お長く 0 ・ /Z 刊'~/切d)乏加えてgρクルF

1:::::帯択し。 z:_d)O.5φdをとって、 上ヒ校身七宮4生

患の逆数L!-If 量とd痢í*-~機会トL なその結

果ノペゲ'f;'会加操=本彰突の上i二浩，性忠実主主令大とす

れば、 0，0/.z骨ヲ/骨J均¥ら )'}1I'jメJldの向マ童

ぷ曳閥系亙示し またよiニ活栓完売lまアリザ、リュ才、S

によるか要玄~試料率指 j 骨しß ι何)Hf量色定

がて婁出;ナfl'l_ J司~..tL"ごとをどL;Jψ7-:: 
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決r=稀択制服，pl会雲~Hf の納基のため!と

i玄関 7 寸 L な換J~暗:ò.t~乙用いること、して 1僚件

五捜討した文献吃昆く如〈 ρ'...(..'1 5' ~" (>p /門の

各樟般主主ミ$)R:IJ'ら ;Zy十万/は樹ial:老会12.0，&

壱され ついで;Ç.L' 4{' )'I-f-INOj 十 o.Of~ ，~­

クヱP鴎;~ふきたにより K r. HfのIV寝不:容敵され

て来る而L乍わ Hf/'ZY が 1/-1(;(.)以下と

主主るヒ 'Z( がすそε51いでHfをよ弓味しで)J:

る撃を知った.主根樹脂λヲ商品左之回行"':;でも

)-if l>1.y力士、 1/ウロ 00))/"下守は成功しない、そと

でてログ〉持塩-"'¥三号、J~抽出?去によりげf を:濃

縮 iた穐lご イ守、 ftオ突3去をfすった所(d'I 6 

9るのHf童ま言て免費出家jとふ

lY...l:..実撚吉宗をまじめて報告する

47 r気分裂生成物中ぴ))レテエウムの守離に
関する訴鬼

t 東北九・理下 ヱ藤洩|

域分裂注釈物く以下戸只〉咋l之存在する放

射佐I¥.-ナ=ヤム1ま存イ土量も比較的多< 1とj亨的

挙割当t慢稚なため通J宅の分析提作マiむち帯主

起し々すく今離が国捻ざある 従って択はの

分離)ごはんIC"1'によるお留まが賞、%-く用じ

られている

そこ乏:溜右lまp.y. )中の J~l.I主無担体5沈殿

;去により令躍するとと主主主休前っとしてこ、三

rj)実駿を嵐2ょ1己

¥Il 硫化物えJ)失;史:践!生育;Fu.完;:)3

h'(:止滅する之ιIc:善回し 戸.Y.芝開いて

ccす Te.4寸.se十を担俸とし 1と時の芙次世
;Z乞按討し色

-t:g体C"..<十ご「骨'5， 係諸4~体 t 戸εヨ+f骨守，
Ca7'r白川3〉乏加えた場合、加えら、lλ1務会

T♂ンρク'}(ff. .(~ e4十/ど勺主用L¥t-:J話令
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について げ"S 寸ス ~O. .3 /V- J-i;j_ 酸性)Iご

より ;t}~させた，そめぞ~t~1モ C止，S iごi試さ-]70/0の

戸).J が央沈し 了c， 22etの場合でもiま宝、

1司程度で:あ勺厄 CはSの側ヰ]zついてM{長

lZ丈tするロ定収 半現掬の測定をf'fじ ちかえ按撞

i}i決定乏訴::;.叱れ¥グ初Jl主漣が混在しれ1る

よう宅:決定I支出来:~かった-~札許みぢlJ'く

伺えiぎ、Cε-?y等1))希え!とよD担当宅議され

てじるようjZ恩われる.

(11) 犠舟裂生成物の洗j殿3去による令祈:

t<lAの挙樹jご持三注急しなが防也慣反止のみ|之

よる月.}そ の分4討を試みた J蒙{択の概略は次

のを日くであるa

1 )宍.P. )と祖体足S7LA+C42fま1t拘
kot-l， )<z{!03. kNfJaで7熔融水で7抽出

定)-K;程決開:HC.e.職十生乞し白 4亙イ卒汗巴4す
Lo!寸を附加月とくoHhLa loH)3ま北
澱ノ~.6R比一/<>6fミ-{哲夫t;t， ν ノ37C..s_137飢 8a

迫心混在4

3) ;ç)のtJ~~をについて N/s;万七3高島 ロ越

よ4-(O/-!)，.沈瀦 Nis，La (OH)3 ~ト々の部

ぬから/.>6，κ比一〆吋た武按日3-乙め部分12.も137
CS-?3ツ叫l3a~昆在.

4)  3)の0;省主主主主発教団_!VJI3 ~余去後

C;s--担ノ点在附加 MCιマスロ欠さ込λによりk除、

支b 景j告に Cscfρ4ヒしで;史j巌ノ.J7Cs.!...;j714tl 

仇撲出ー /06k.μ_/<./，切のよ寺系金京混合'jbv，l.

)I"'， 

5)下落部令:]1Cer=?容解， C;;._Z勺巨体~r均E

Cι;s ~た潤玲去

6) さ，)の口.'Jそについで汗己 (01-l)3_L4. 

(O/-l}3 'Jk:.巌.

/，) 6) l}l口火lz:rついて CCLC.むを沈:M，晶

5lE， 少守.-90 γ 枝';t，、化技濯f)) 汚与lt~ し.

な) <5)め沈喝さ，免法.f-I NらlzJ窓辞)感化

了え4十{~げ~附加TIt (103)-4.沈滞島:1.:.

タ) ，r)の口実について L孔 (01-1)3ま止:l
再涜ノ44LY巳-/<1"1Pr摂由主 147pl)II ? /(;4R~ 

ーノ06gfe若干f昆在しているようさある“

/ρ) 引の 7えは03)4~ Hciにと経静a

μft)亡ておえ戸手五沈J襲.144-Cで_144Pr， 

ノρ<，Ku -Iot. K f( 由'\'~畏令しているようち:あったJ

/1) /o)(j)TA戸4沈濃の口液lZ.〆ついてん1"，'

SV4 を加えi 拘然発注I 戸色 (OH)3を;史瀬

9'5Z...-9S'Nb求換ι"
以上模自二千主権1ま /06 k_u.-1o ι i< -A~ 137CS-，3711l 

B4L，943TH90Y， /44ce444怖かあD‘

ノ47p_/)( も脊仕す吾ものと推定さ三れる叫またア

ktJリ熔訟によ9希土.アJ]._力リ土輯l求者三容決

簡に事長公ぃ折、 1
0
6択はー/ooF<.えは希土の郡守医

も付く I叫んt._106はは一回の水暖化物決:閣

で:は員三也市訳出来ぶし¥

、]I) I<>&.κU -1ρtR北トしーサーlてよる5実験
""'6"1< u"〆<>6よくえト Lーサー乏鴎 L¥て(li)の

帯保を迄試し、収奪引実討しl乙すなわち

1"'品川ー〆"6財 I 2: Pe3~ L1.1'， c，，-zt担体令

/ C?I' fiを附加 7J!..カリ滋頼主f 氷で7抽出 3，落

:提言陀Hdw渡性とし h くOH)3君子之回?t

澱 k -f'(Of〆宮山τを九を除去l1と
埼令とRlAの担体ヒLて受r下eμもを附加し

?と場合1ごついて曳壊をffっlとその結果

1) /ρ ''-/、土中もの RlJカt、Ni J~ '"オ亡、|ご吸

濯する，

之〉 丁己主訪日えない土易令て:'1ま約ifo0ものI'<u

Jeir;，t紛lこ?1;G，従って/品以1，IJOι)<f..c戸
く!--fd!o究室提)じして得われるのはノP物提設

でふる匂

3) 了ぜこを附:tJUL 1乞湯令守政 70~ 100/0 



グ))<1).ーがドι7ε 04l::.宍):::水溶衆回)-::.*る.し

かし民子叶Elf'~て; IUlを共沈，戸ε拍立l除室主v、
めl民主字<t.余/Jtミくな[，¥.I普Jt択さ手方無担体そ子融を

庁うた恥|之は(也i}j禍集割在宅1亀せねばなら{H¥

48. かリカムの開明肱ー特lづけ

ム イ>)."VJ Lえとの分離定量↑c:ついて

L丸太理〉 書1島煮豆

零旨~祈'9l.\まヘキサアユそ L コノマ jレト lill)

3昆f乙物kフ、、ノイ仏ナトリ?ム kえはフ、リイ/(，ア〉毛

=ヤム)を乙用いる『連の金屋(寸〉のliJ-祈化掌

同研伝の一つヒしてfrわれた，タリらム(lTI.i

イ〉ジ'I;7ムの塩験叫生落吹l亡左大射栓ヘキサr-:...

ミ〉コ代、I¥..~ llIll温化物いし一字削昆)執言葉

をウロえ.各金患の錯塩枕i時離し、胸守分持

主する右滋は~~に石森氏らによって行われて

いる，て?、)!¥うムも同じお:率1三!よって沈激乏生す、

るがでの沈滅靖域古~'6N以上の議いi直後ぞ，院本

;í更さあるた占り試繋古Yー諸tz;~た貴重し てお澱Lた

えずりりム錯温の洛辞患がかなOJ:.もいた桁巴力、、

りかム(JJ定量i忌不可能""0'ある;襲名)<t1IDlJ試薬

志向いてすリりムの主童を可能に亨るため塩酸

のí~ 1) )てヲwイヒア〉モニヤムを商いて実験針す

った， まづ、重量法マ試耳賞した持泉1てよi)l法灯、目

、うム)3:iノト-L~'"'- るのzお突か内定量的12 ，t~殿乏生

じ¥せの組成lまく<20 ( Nト13)る)CT'Lんぞあ

る事がわかっ在乙 Cc -60写ヲ"¥¥.')~ 乏した故

前性試煮を向いれl却設量の々、、Uウムの定量ポ司

能Lニ主主る.Y lJ ~ァム(百} ベシγ、ウムはとの

昧件マ単独だは;lb顧左生じ‘ないが巳寸リわムと

亨ミ存する時tz:lまわっ河"¥'L焚7止すa る.そのヲわた童

lð:;~~費 (/l比放射能主測定すれば推定ざさる，主主主

鞍系ζ:まづ、タジ'7ム(1[) イ~ ~\' y-;ム左夫マ

(Co (Nけ3)6)T1dιZeο(NH3)'; ) I.， 

-3S"-

ciβ とLて沈殿分越し そのロ:誌に本法4主題

問するヒ 熔毒自)てそれらo行金患とてnわムill1i
離定量司~"0~る。

49.. 執紬弘法によるシ‘l¥..ゴzりムヒハフ

工、ラムF分誕生町

(~、大工研) 向回辰三・

活問~・ 0松本宥患1専

・3安島判官lS
:怠電車拍.t迭によるシ、)~コ三ニウムヒ)\つ""''7ム

の今維に l立、錆iビ剤ヒしてチす ~pン醸‘燐銭

トリ 7"十!I--. TT A 専を用いる'Q~主拭知られて

いるが、チオ乙ア L磁lま令解し号るいので1箪おは

サリ十11--臣室を用いる方法1ごろいτ研究をfすった
一切 1~+'11-- 1換は酸准て:;)当;'1.:.)て雄窓注だあるのち:

有城容媒0)メチlし，ィツフ、、今jレ‘ケ下〉iぶ海掃

して向いた。ジ J~ ゴ=わムlQ7/1"ウ三ウムは硫

酸塩ーιして濃硫酸沖より 3回忌婿晶を I:rって精
製しも汝年t;陸ノ~/Hfを加えて以後の実験!こ.t，¥}

る)，.'-'-サー並び‘|之〈フτニウム0)定置のために

1有いた.肱射能1))絶対測定lZ¥ますスフロー裂之

1tつり':-7'ーを)fjL¥I'G:.さと、)Lコ=ヤムヒハブエ

ウム1ま硫醗阪びオキシクロヲイ l~\ のお械と

し冷配係数侵7;."令請鯨款に反lます膿浸u.ア〉

才〉の帯l要d明智をヰ錫守するために続践アユ毛

ユ匂ム反7/塩化アユモ=-."ヲム-u賞乙失!ニbロえた
フil(1{!~ ぴ青戟祖を各/occ づミっぷT;'，夜子斗区

ヒj)--定 dì~湿主主 l二保司た後さ「分間掠濫し， 2

相に分離鮪械招峠鳩町乙L.，重量也ぴは放

射音色の強さをと淵更して切出系数を求めたο

酸艮なT~ 宅二ニ守フム喝の?農産の影響

ジ!¥..ゴ=ウム民ひ、)"ブヨヤムの-tllt，夜埴良D、オキ

与ウロヲベド 1会事象践1生で~\i要先烹ある於 pH }J~ 

3のi立くτ;1ま不自手足で:初氷守解左足し. pHの



-3.6-

影響i拡主主く. pH の大き~l\荘今肥i票数以主

く {J:. るが司 3 五越えるヒサリナ I~jj護主、、)~ゴ=り

ムが庄がLして常運f貴之相えの身離が図嫡二寄る‘

ア〉モこりム塩!/i3.恭加は鴇街保問て?令官深場主

大きくする。

有械相~，のサリナ lレ酸の渡島は大さ l\程長い

か、余り大主主主襲警はX，2;~1l'った。

相談数郎、01融鰍lまえβゼマ伺寺子υJ菱

化1::よDそれぞれよ4.-v300と/，!;>，__ /ρo 
如き結果が得ちれ?とJ

分配係、故毘ぴ分離l家数にj支ぼす影響!まlj<，tilの

pH :/}官、一番づえさ主く pH 之.~.-.....3 1ご吉町l皆、よい

結果h¥'(専られる乙ヒが剣っ?と。

50. パリクム・ヲユダユ放射平街懇命初よ

り震祖体ヲユタ〉の分離ω

L京大f豆)石橋栓義・0樹吠ー部

・1.i-聴講義・松田部11三

草者らはえ]Z:70S)'-90γ法射キ釦毘令物よ

り電鮮によって 90γを単離寸る方法1)tつい

て報告した拭今回，閉じアルカリ土量殺&

括主類え棄にZ買する #ο8a...-/4o[_.cz主大前平衡ヲ見

冶拘12.っしlて、氷室長陰撞を問し¥アマjしずム形

成金6昨日軍需をと初用して 140J..q_を今躍する実棋を

苛ったー

/ヂOBt:l.ー /4，乙d の分高蝕jごついては イ守〉

失換まえミセ誌芯どか、損告されているが、電解

による令離lごついで1まあまり研究されどいなし¥

ち司令霊の場令、 Jパ川tで、りりム|にZつLいLて引l除ミ衣b}氷く堂R七

アマJルLι1カず布

部アマlιLし)J'与、ヱ込入芝形E成久するιいうzとカがt顎告三tれれ
ているd

1) 石橋桂幸之，蔀永久 -t~ 許旅~まく

Eヨ4乙 77ず y7!i' 、./')S.!})

本研喜三!コおいては、健僻o弱島二lまj-Id/.e-
7f/Za.1ばのこ童円簡-<z ι 主用しlた=ユ宣セ)~の

内室IC/+0βι1.. _140)..cc汝射平街J託制勾6c?'(J 

乙f'1)(./?I&どま舎<t塩礎毘:号手:提左右目えヱρ'7ni

'G..し 外撃に!ま~;\ilÍ'}:_4 d抑J互主加える，陰怪

ιして，1¥銀，碍地 Lして室長t更を向いて猿解する、
骨雪解前tたひー!とでの途中l之おいて向笠3怒$[.をの/研tP

を攻巴し‘ 三れlと14-0J..ccの捕集担I'与と Lて塩化

庁ヌ金失，〆挙管4めi衆持担体としてt釘じノそりわム

j斡突と加え.ア〉モユ了水ち:干;破ι-;rz鉄と

/40/.. "， を沈;還を-'<也，土;~ (ム"-J洩7f;F;魚βq，)

について放題拍包をと示rvl計数管色向いで計数した

外霊泉lごついでは乾波~1を同派|こ計数し 1乞

官辞j乙ょっで内室の /4Oβc1.li7 マ J~ 力、‘ムヒ

しで主主か12:i'ト室1::::'移i討する /40).d. I士郎今的γ

マルカ川耳*R/乙よ勺て 持闘の経遁とそiご内室

内の計数i直1武氏少すミ5:b~‘タト藍への移庁は認め

られず¥健僻l右の司氏置又はオ〈接を分衆回斗マ振，

ヒうする三ヒ lてよぺて J容~ti'，させ 律るこ1::11'¥'

わかっk:o

共j-:，どま5ミは上記竜畔法lてよ勺て単融さされた

14~a;~担体燦責主飼いて =重円筒-1:?_}~にお

ける/4o，_仏の挙動をも授針したρ 加電圧/ρ~

/ζγマ;I B寺町内至z時勾鞘卒すること|之よっ

てアノ4官凡 J4tL外検討平解~令杓から無担体

/4‘う/.._aのみをE単離すること古flt来1乙

/40/3CI.-( tこソス:/2.6λ) /4''1，ι 仁tソ之4c.ス

11.)(1!員三位一lてついては 上記担体共沈法例位

半減期7測史lごよって確々¥制乙

51. /-3/ Iの喫え研究

、原研J 四方~~合

ら玄デ J~ J]主すーゲw トとして これl之原手

)FFtマ中佐手照射さ行し，¥. /.300己 tク1.o) /3i}e 



-6'_..> I.f I工セ;lf.J'えし7ど311を分融抽出二才る{Jf

程左行った。

中』主手照射を{すったラJ~Jt.左処理するには，

J農硫賊-)'ロム磯方処理する方法 水峨化ナト

リウムキ?融解処環する為法などが報告ミれてい

る筆者Tよi鞠両官食 k遥主主加熱 L てす J~ )しを?稿平

L._との際ヨー罪践に障を{じされた必IIを盤えし

てTh'織目安性本決h¥ら遊離した1311在四塩化殺意

と探・つで抽むを{'f勺Tz:.手止 J~ 主務縛するのJz:

費納金他方i制機児精干し一旦蒸発糊して

れら肉1定:梗凄d澗践l二溶解して沼恒fヒ検察によ

る抽出をfすってみた，抽出小陳の側被調度建

五法.担体主ぶビf豊守(1)1探件lごっ l¥て号実験したが

抽i!:，空手段二?lI'，仏~ア之紗えで7再現t庄がなかっTZ，

二小原因とLてヲILJ~ 五五育費巳洛縛する操作ボ

下車当あるいは不毛金包:ことが老えられたので7

す I!.-)~ を環斑冷却晋をηlナたつラスゴ中寄港解

レ{i.'お暫く守口県建$t.乏[予)1とこの方法:0中

性写照射したまTJ~ )~ノ c. c勺を:農耕略玄骨J -e.了、

処理した怠業/押t1.6掛足硝隊3'1111乏加え

担針えとしてヨ一葉識に ρ_S"同IO1) 玄切え‘王国

破{Q"K~百7遠足L "(ケ 3-mJ! 小田I昆.(l設*マ~3 田

振J)_ さらIe:"!lf読破ナトHウムキオぇ者た足掛b

Lで1.311を今離した，この照抽出牟は!t'?_:3 >10 

であった 三百、}ょうぶ方法不処理Ltこ手ル)~の

両被?転資)ごハいて担i初穂類、重還乏方法

抽出の際J羽織J農産主V))ご子JLJlE-6ì古険"(，~~

解寸る場合の貫主主灼熱時期8ミど、i!)j箆件についぞ

抽出年泣按計した，その結果担l俸と Lでヨ一票

践を加え ヨ-(じカ』ウムミ?遺乏したj号令、ヨ

ー化勺リウム五担i字とじて耳目え坦酸Jじな泰守:殴

化 Lc喝令担1本:農民刻、 tJ~S剖'1 I -----()_ω5;匂

lの範国ζ:抽出キは少。_v?之 φ程良さ:あった，

竜王ヰHf:主の献す千;~弘司そに?現職iι者く車主-buえで抽が.f_

コ叫

1すっ tô号合ヒiまj白tt.金 lま/9'1も ~7Z宇らだ:再援f]生

fJ'i必古河 Tz.. Æ商政濃度は 4亡.--..~ま見定の甑国有

特に長過の3農産 lま，主力\つ jを~熔揖￠際の招集持

同lま0-0-， ;( !) /ii， 之j期臼と曳験:aftった，

-<5"令以上)，士90¥1， f包の抽出皇制，，(，専られた.

131 L if"l拍也と閉じ、保件本中性子照射をfnわ広

いヲ)~ Iレについて問符弘、実耳躍:3すい‘抽出来乞

苓禿乾固し発光守主榊付て抽む決中|ご手 Ji-- I~ が、

こないこと在確認L1乙

52_ 各撞J);_蹄昆1/1分村1ι~品噺~(租)

オ)レノ。 廿ロ トリ， トリ且ダ""キ

サ i タり:職わ守 I~ >ウム掛む海1(

l受についτ

t広大建〉 ヰミ官主主之

オルソ ¥::.0口 トリ 1タ， トリ、ヘキサメタ

リ〉時小力A三、うム錯塩の錯イヒ芯乏比較主主討す

る目前方 イ寸〉交換3剖こよP金子児魚垣主役乏測

定L1之汝耐性力11> '7ム 4-S で7~ぺルし íóíff，.

iι古JL~わム主主i主(j)リユ i賎塩加種々の濃度ぢ

洗令して錆イ寸二乏形51tEt. をIi'l l::í 寸ム~

j英樹商(lコt'ulex5""0) ナトリウム型白のーた

置を耳目えてさえI央平街させI てれわ主主:農民にち}ナ

る者)~士、ラムグlJ分布主主E渇11えし!と力 JL 主匂 iへ

の桟出注aiご定重体ザイ力、」ミュラー計敬意て?

{:r勺た:理~It法1まふhμbeγt の理論に基仏て

f苛~ 12:. 

この矢鞍結果よD 宅謹り:革委錯Ì~の~夜長

主計算し ぞれ』費ネlまヘキサえタ， トリ、 オ J~

'1. トリメタリ〉略的順守あった，

て問時に撞々 グ、 pJ-lの安ィヒ|てよる錯1守〉港

南の影響も調、7ヒ一段iコpHめjニ罫ヒ柊)之強

形氏lま退行し tトIt宣之-，_"3 (/)肘mて;;-1却合んど
錆形，}i¥:叫すl:"bh'"j-"唯"キサ米σリン践はそめ前



、_.'1);に.
vυ 

廷で:も緒形成lま可民P行われている，

53. 吸壱去による無担体併、fの問主主な訴常設

\~賀大〉 光回畏直三

u東研 j 来ti ~事

L教大) ふ持決拡

放射性淳史を{来砕するさい1;:，先手器げ)壁j乙放

射性元案拭どの程度f寸暑されるかという乙と

は童書幸容問題て主ある. このl内題をしらべるため

j2. 筆者ら占苦境鍋』 トグ〉 ア止ミニ?フム ス

テ~1.-ス鏑ピユ-)~ ，於リヱチ~ ~ガラス

~ど、の本建材質lz対するい Pろいろの法号寺桂吃黒

の付着左壊討したとごろ ヒ、:::.-)~ 1こ対して

9".::;y -1. PtPyのうら.φペノT::':'¥ナボタ量口良吾さ

れるととま見品し1乙この方?去を同L¥る時は.

9<>y l，Jt無担体の形で:簡単iこ<?j鮭てさきるのでTさら

12細かい令魁保件を犠告をL1"<::. 

Scク~l X 初ハヂヒ、=ーI~糾涛面1~婿抗生

物 J賓の吸着左前ぐたdh l:>~ヲフィ〉を塗.D. 'l何y

ι ç-C'y 主減す平換炉状態1二脅かtおたに~ill.

きE温宅"4?'時間3費Lたのち ヒり起しで苛，~たし

放射世主測定し 浪養状態t.Lcコべ:1己 l¥;;ろい

Jちの pH佳グラ放射み生f芸術について件重 量乏し

らぺ1之lごろ pHデ附主主1=ぶいて 90)'のイ寸
者制もっιも多いことがわか勺た.また同時に
bs達される'l"'r;.γrf.童lまい才、れの喝令lごもhJ

i培宣債の9cy)c:対L 汝射台国71之、 ρ.土~之ψ

~あった。ヒ'=.ー Jレ布上 lご付着したPhfの今布

l式金般的iては)ま宮、ー称マある占'¥'， X緑フf)し

ムを用いて守一トヲ士、、才ゲラフ主とったところ

E託母、状6ハ不去E買1]な今布於旦巧れイLI亨自ちな椅令

よりは.むしろヲ3いすコロイトい的伝P反肴の4攻措

ιゑえる方が通当~あることが末~iれた。

これらの結果よ1)9"Sr _ 9<'γσ) 7)< 港R:~0 

宇口y玄簡単に得るには ~~ぎたの pト1 :主タ前後1乙

調節して藍温で~Z"v3 民間放置してから と

りお辻iぎよいu こ j}l を稀.1~略者~::克うとじにより

i"'(の無担制量際海:徒主得るさ ιがマきる

54. 人)K'キのC;;:ー;37の其ア主主霊法

〈装束郡大理〕 半:谷弘久

・0]11)東猿ー
くヨ的) G.sー137の人f本、のf妻¥をすみ

ぞれた知るごじ1ま 原三子力小平和利用車、る¥¥!会

照水爆の爆発からの汝射性判官ヂ人体、の炉容

を検討する上|乙 l込書~:e:-三ヒセ:ある。そ小手投小

一つ).:_して常時人向より俳~l!される取のキの

C~ 一/.3 7 乞認定.1:::[.宜主る方法左手色毘L ょうヒ

試みた.

(ち法〕 人J;k十l亡す量の_;l写員時三号マリ?

として:1-1&化とZウム. ト\..~サ-ヒして Cß­

/，3 7をいれ ぞれIzjj革路時ひ、モりずデ、〉酪ア〉

モニウム喜三次2費削として如、。 生』えする掛り

フ、号、、〉般ア〉モエ匂ムヰづ(j)C;S-/37の収奪を

摂討し}と

〔結黒) -1宅建の人足iご相幻芝キ司 'J~マ­

j守よぴ~蒸σ)童ヒ C主ー /37 (ρ回収キの肉*13:
丈史グ〉遇D建てあるすB:わち事ミ奇策N0 / s-の¥1鮒

左椋F号すれば人TK守小セ〉ウムを 901dy:;qk

権号央区沈滞習中)て捕嘉することぷ部来るu な主こ

れらのち去による普通人の床中のの-13フの

核出限界を現剥鰐神電:ある，
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Eti--114BJits-;1j221511';laittitiiztslitai-232islit--し

デ勺ムモ昭、の大部'.i;J-b>;.除占¥れる.渋沢l-zAi勝志

noえて約0.6 I'fVl酸性乞し リ〉践くp6"明 l;r)乏
ごナρ-v.6() Ocでさ、モリプヲ:、〉蹄アンモ

よくか

加えた伶

、=ゆム /t::' 守4 甘く:~~ζご?ををs，þのtÞ~街加1....

きまぜてリ〉モリチデ〉践アユモι 可7ムセ三ウ

ム t;\t~主主t るe 三の際のえトロニチ tムF玖

その他の戸戸の失沈車体Jふさい.次iτ沈避f..

ア〉モ三ア永にJ容解し意潟しの酬のか壬と

て二?を隊去Lt;:，後‘ 3戸過して;)";民主氷てF約.]00

勾tfとし 塩Jt白金践/0必恋飛乏/句1}羽目え

て t勘ι白金践と3ウム志士立員三辻る， この際

I~ ¥::'、ジかム虫P勺りウムが除かれるa会主体ヒしご

ストロ与今世7ム12:対して3><ノ05/

。山帯、笹

.山将、頴手・純白横?合

法射推降下物中1IT1.-¥乙;.¥¥フA/.37主定量するた

かlζ り〉モりフγ〉面紘一塩l'ヒ向霊殿;去の

と勺r}i活法主組令わ辻た米糠玄主骨J脅し 他の

賎."Ii'製注氏物およな回思君主射梓買乙室長のlレ社、ジウ

ムd'b， 守リら」λ4ρ よDのF実味を摂討ll1::.

面掲1:半.7J栄区おいで lヶ月間抹泉した問屋

主蒸発乾田¥..1を首長塩酸ー硝険可7有拭拘を分

徹声宇佐.'0拍ttLでケイ践色除L可た7語むた古¥

d:づ、せのー聞をど三ウム定量問に取

両産主宇ヤのJ，z，主 ¥7/;;.，/占'7ill定量|ごついて

、要最馬大工)

55. 

除l茶室手は

イvトリわムノ'_5></oSr;i

最愛わ塩化白金現実包三ウムとき夫ィきするルば士、ウ

ウリウム1まをれぞれ./の<"8，教/C)，f(d程

度不(3隷の7則定楼主l二比しをえ抱Lうる。

4こりわムスx./o~

ム

静し

ら主主し

l)今lナ 予定調二担体~;.ウム之内>li}t:;蜘3日L

オ昆il~:)'f りらム?駅員~"k加え、散アルカリJ佳として

続践ベリりムリ〉蟻:J.i.鉄ア J~ ミ~ウム主守

主除く。この際、 jセの核今製品三j柏守中l句題にす

犬、ミストロコチウム 9t己 主Zリモフム14<<L'マニラ
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昭和33写フ月 IF-l "-' 3f¥ヨの向lz.降木し厄

.1O. '{7A/311式上記の方去て予測定した持悪性j

平訪米につき3.5"旬以ι すなわら戸iasJ)-

owt /γゅ及!会 ρ，占S柑L乙 /3な;s/KQ{(~' / 

タlOtllt/'L:すなわち4之抗C ノ37C.s!i(<i/l:Z/if・

乞怠っ1ヒま1之1-37c!Ji> a.c:r;'V，AJ /;宮Yz.oSS
必 Uv.:号はl恥 i物布あった@

56. ノタ'57""$"8年制?場JZJヲサる南氷中

め Sy76の含量

(努T喝大，理〉 ふむきす泳部

・01ト祢 ~ 

工C品 . .sy の特産法の掩討
イオ〉3互換樹構法.0喝告 ~'r を令~~容出*z

~1受延理)lf簡単沼.t~あることが松委主 との詮

4h1こ{お寵在の肘 H.ωoNH4古¥èlb~ooNト.J4
桝遭Lているヒ鬼iまれるのマ両者のCa，Sr 

ピ討す:ë令市~\.k..i ) 

左吟味した.

令軸係数(I<r.isr/t<iづ

I 2.2舌 !/y，si
i乙/z;/Z，4;
;之/tjRS
;之/1' Iω 

…-_.~_.__._-'一“一一 ...h一一日叫目白-'一 町内勾_........_--勾…四国1

1ニ表のようピ NH40AC!の克が々 融能奪カY

慢務不ある事台~'%る.之\.'G N H4. OAuについ

てはすぐてメ ai'1とし J怒議1:::)('1 ) -Jレーヱ

ダ)- 1[- 司 7う占:t.. l~:-'l，ド苓等乞同 \11こ時の今滋

係数は

高キ;.~主司某 i'J{手青果:，}， 宕融j家君主

式タ}-}l" どト二る ;(.44-

ι:4 3.0， 

7-{Z_ト 6:1 Z.~。

ヱタ )-1レ 4. :ι 之.6占

ご;-: s ..? d''! 
ノ， ι : よト 主./;?

この緒身主力\J"コ、分融にlá 工タノーlレ ='Il\~を

(1~/"""'6;4) ヒして用いる.

古里穂121ま令或まだ得られたCL?CO.3 (). s~Y 

以下毛布塩践巴ヒ払し. 今/~ア酬掛 .X;抑制併し

のt]ラム(Dl>wexーさ，O /(J() """" :?~()メ w 与)

捌いて上記糊時/C>C'?IJてr-c tI.が令。除点
される 2叉l乞えN Nけ~úA c. / (Jt'骨，jマ;:;y併

とれから測定訊科をi"F-る.溶おするから

立 寸ァィSl?新J謁r斗けるS，90{j)南氷
沖め色室

主L吉Eの753去乏南太中小 3)'仰決定区間¥.¥て存

た締宗主下表17:示ffo

枠、ええ時期 泣いιj見

ヂ-Zt'""' ミ了一7 J>.d' 4 /〆./， 

ダーノ/ '~6-ð' 4.6/， 7. 7 

6-/ r; "'-7-3 1.34-

7-4-~ '/--<o 1).之ヰ

7一之/.-...， 7-3/ t?sz 

if'-3.---vfi"ー/0 /.アz

'J'--/之~守一之主 t/. d' 4 

"6>-.<7 ......9-7 1.00 

ク-? ~9-20 ノーιz 4.0 



，皮 >J¥fI守 i司

9-之':4''-/0-6 3./6 3. .s-

〆0-8'-.."" / C -2t' J.4lt ;('.タ

/0伊之/ ゾ I/-Z -<. d" 0 4.叉

II-J "'//ー 7 之 /4

//._? .'V //一之之 /O.t!?f 4.Z 

/ / -23"-' /.之-J" 4.44 /5.ο 

Jえーf"'''/2--Z? 会:f'4 ;;z o. 0 

/2-31""'/-2ρ / /.(70 

/-:zl.-v又-3 6.96 /7.之

之ーヲヘJ之 F ス。 /之.':<c / 0.3 

之-;:;:3....._.3-ι /0.5ゐ / /.之

3-7 ~3-.zf / /.之主 / /.ρ 

〉ュ守えから新潟)衣食雪の隣る期間 ι11良、4

FPの;;iy9()の債は5月--v/0同の数倍て:::f.る.

与平均約SM.f.Iι/.f 1::当D 乙の商の捜捧雨量

は/64&骨帆可:あったか内南不可、理改;fl1と:310

の降下霊法約d'.:z切lC.jゆ i:< 1:::.推定される.尚

I I月から牛円ま可7の期間の Sy'lゲ'Syit9の直

も大いこヒi会注目玄、き予である。

5τ 南)J\反ぴi フ才一)~ .アウト中のJ3旬z

め令指「法小按討

、国主手防衛生研) 永井 琵

-守倹:平手・伊3叉'i:E.失

雨氷良ひっ守一)~ .アウト中)z告まれる

/37C':>:i式戸支γ ヒ色~'GんでF障害防止ニ主ニ童毒殺i5.

れる挟壇なの可7 町一誤斜から宇セγ t::'S7c:;，S 

とを令陸定量するZ法客様討し 併せて長期間

)てわたってのβ7C;;rJ)地表、の黒嶺主主ロる酉的

キ臭考委を行った.

(1 )試訴のJ奇抜 附詣氷盤法lごより汚い愛
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吾、除委主オく冨培、/句ld， f家主.j:.()句凡マ鉄棋の再

面を患くザイヱニル苦渋したオく帯主用いた.~手段

位置!相註予防1..E生研究所特産上u也上納
/ :<-?;-l) ~底面 lま龍也しないように3主意し、 r

定期間 t約jケ月)はたまった氷{漫な京港博

物)主抹政lt，乙

日)分新方法ーーヰ~Jf;(した訣耕ーを薬事告し.:県

I邑E要不3回抽出‘ 三?の溶封切=;Sy;(tJ帆 a'良ぴ

Cs S"t!?骨ty のキ守 Uマーを如える.%y-7 

=ラク会ヨ〉を晃主主硝践4r韓首そのF執を濃高官L、

薬品医長ヒ点iて完全12温蹄宣とする“ oN 塩酸

:採決ιし夜タシグ夫テ〉時I孟としで沈灘主壮

一夜狭量する。これを少、童小JK鞠ヒナト Yウム

<r-浴僻し 6JV塩職然史を加えて意渇する.i.

l之輔験反'G~. j.圏直素直黄~加えてß理事竜也でくる

まで??主亀Liご意消し 珪蹟及7;:..'タユク、、スヲ〉院長

乏遠It分離して除去する.その上壇Iz~}，浴中ち

ア I~ コー Jしを添加 L て地塩郭会主三ウムの)_t離

をつくるu 三日1.~7)<'1之溶解し‘ 7}\@護刊盆決による

スキ可、、ンシ、弘之回行う. ア〉モニ交乏毒汗L

て除去し、再ひ、硝誠反姐J温柔E設を加え 魚?効L

前ヒl刑判亡Lて:士事費主也る. 乙(j)増i主主之庄野守

い.].思f亘書え臓とbウムグ)洗車2をiRるー ニJl'L主較

:操L 梓童l買取射能主)賃i良する.

(3 )詰法め按討一課買えした訊料より9"SY

ヒ/)そzを分離定量するため 濃塩崎之よって

i由也するど 1 1IIの拍主~/~ 9og). Iま1l0 t/o. J.3t'~ 

l:ì~んど主全 12:海来中)てつつる切 し古，L!実瞭l生

少(:Srも問時に立ユヰミる1どl十抽也するた4').J国
(M東~&ì殿抽也:於を令して令ヰmて用い Tz:.. σ .s lま

l国自め事益輝白職処理可挫izi戸業側lて府.

3に発注病践を浦織の陀夜中1:':9 c;s' r MAって

〈る~はさけられ必いのさ; 90;S~ + 9c y ~加え

て石主タ L グステ~ 1終反 l~品3孟皐臓を用いる操
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!京法}こよるCs'"グ1混¥をしらべTz.Jfi(-R )α} 

&う {Z尾全Iz険主主以来るとヒヵtわかった，叉ー

持主類ーでの杷!士/コいても問材、12尺 I左加え

で宇鍵オLた，照ら N6li.U .tノ必lイjι ，nT"e，

/4-う[).川，主宰正夫々耳目えc..s'乏令離したが〔衣〕

i乙司にすように硲んど除去され1t.

pρム1γ r91>、，

4S{!t( 8:之00' 之/士 1.3 

!>9ソPe 1;.600  -{?Z士α?

〆必l:<.ui./f61</1. /3之 ρ。 i!: I士 /.0
'Z7Te. 7. L/. 0 () /.4士I.Z

I 47P"i}< ')，之6)0 -0.ι! /. 7 

ZZ/IIa. 9.700 4~.5 j= 1. i 

~p ら この Î5 3去にふってアJ~ カジ金星以外|生

掛んてF生会に除去可能k考えられる.

Cs-))1，グト小ア)~苅リ金星の 4乙cZ，.~'，'tJ 1まつオ

-I!.・アtいヤてれまF合んど向愚ヒid:らをFL104r

告之さ:γ)!.-可，)~金星古ち誼jlîfi.翠酸セエウムの法草震に

58. とそこの灰グ)古文前化学的研鬼 Lう十三報)

長半;政期中矢壇の積也iてついて

t 静l司久、試射(じ~f努}

Cf瓦)1/号信・ヘヰミt任理

ヒキニ(fiβ之の試射i乙写的研究結期よ寸匂に報

告したが その日新ニlま畏芋玖顎の検守終品三Tx，物

桟々朝文射J世技撞について感。 ヤ石町二模苦れな

か勺1乙そ三で:涯牛減期3言、濯の大部々 力t織壊す
るのらまって 百年後l之島7J'ぞれ乏.fiJ・:j1了するご

ヒを試み?と

分中了iま担体調亡ょうてゐこらとい‘ヰ実穫ぴ1域主

lまjj、イガー勺?~ターとヴ、〉マ線スペミクトロ i

}ター志向いてお二/S0Tc， 

試料いまオ亡、Lヂ、〉トiIえF乙:1.)コを問u 二}れを

Jたイじ後硝賊に議ゐ¥し‘木:容t::!J号室は表減ナト

リlラム溶融後 i司釈に相職|二痛ゐ¥して 両決在

合併し τ制:庁側ヰ:本ヰ程調製し t<:.. コ，、)~ト 1

銅 'IH!j ストロふ→トウム))._テエウム、 アム

チ毛....ヲル 11..-なりi7ム、-tz;:ウムゲ)ヰ旦体主

:余力'0L 蒸兎斡庖後 まよ11.-;テニウムを趨監票

日朝二よ勺て蒸;留守~lし ついて法磁丞~jf，去した.

混¥してH議jエ影響すること1ま殆ど公い幸を主主¥海次f_o..3f'i酸牲に印刷は哀で7鍋 つ〉チ

しかめた&づえ桂~ヒタ〉グ宅三弓〉被P常去)2:際 ¥弓三〉主宰を沈濁勺離し その;p，突広三回硫化ア;
1...力目様、〉材陣不史金だあると超j宣票田仇;... -}モユ涜潮ヰη でλ-=Ì(-，<<べ~/ジ\.. fc )巴 i)り

勺ムヒ失沈してくる 戸色キ吋リマ r で:スキ吋

ぺ:アj之-P~モェア在1吉~mするがごれを主主主ヒ

院久 L:怠ぃ凶器量葬、践y~ モ〉ヒして英次L ど

〈るので:収量i之影響を来たすから3主主す、主て?

ある.

C;:;;守ヤリマーを知えてから舟塩実践セ三ヴ

ムまてZの回収率)弐5ρ~、60 .φマある」文

/タ57主f.-s月から 1年間V'J;@j¥s結果によれば、/
回当りのノ.37cs-の降下量la:約/0-.s-/μc/"IYI.;<護
持~あった，

ムヰlまヲk践に物として沈澱会離し白そわをJll.:t

;殿させでから 百壬錨王手を疏il:，.7にまたよって:t:，政
分離し.そ干の}戸来に〆ヲいてl会問符、¥2夜fヒ霊舗に

よるスキマべ、〉ジ主主?こ~った.~トロ;千ヤ

ム2手1本義酪i重jごよ「て令部住し 索後にセうウム

主Jl&-1じ白金属委，.こよ司で;;c';A重々?寄生したd

このようは々融した右ず)1.- -)'0)ぞれぞ~'\の

元桑lj~賓とヰ足体去i守二ょっで令臨して按分喪主
張~~ヴ乙して， 70f，y， 9"y' /06 fZ比 iZ!; $. b 
〆Z今、r 〆<44(;.モ/.37，のを議導玖時性殺謹kして

6"(;:，('をj噴出し j乞 pf247 およる/，I.3?C;;:;Iとつ
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